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は じ め に
ブ リューゲルの油彩画の 「季節画」 シ リー ズの図像 に とって,ひ じょうに重
要な関連性 を もつのが,同 画家の 「四季」 の版画 シ リニズ用 の 下絵 素描 で あ
る。ヒエ ロニム ス ・コックの注文 で,ブ リューゲルは元来,春 ,夏,秋,冬 の
4点を制作 しなければな らなか ったが,実 際 に完成 したの は 「春」 ど 「夏」だ
けであった。 おそ ら くは 「夏」に記せ られ た1568年とい う年記 か ら示 される
ように,そ の一年後の彼の死 が制作の 中断 とい う事態 を招い たので あろ う。 そ
のため 「秋」 と 「冬」は ハ ンス ・ボルが制作 し,i570年に よ うや く 「四季」版
くり
画の シリーズが発行 された。 したが って ブ リュー ゲルが制作 したのは 「春 」 と
「夏」であるが,こ の二点 だけで もこれ まで 「季節画」 シ リーズについて数十
年間論議 されて きた問題,す なわ ちこの シ リーズは元来12か月 を画 き,12点あ
ったのか(そ の場合,現 在 は5点 なので7点 紛失 とな る),一点に二 か月つ つ画
き6点 あ ったのか(紛 失は一点のみ)に つい て,種 々の解決の糸口 を与えて く
れる。 しか しなが らこれ まで この論議の ために,「 春」 と 「夏」の図像 を詳細
に分析 し・16世紀前 半の フラン ドルの時緯 書の月暦 フ ォ リオや16世紀前半以降
の月暦版画 と比較 した研究は行 なわれていない。 だが 「春」につい ていえば,
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現在5点 の 「季節画」 シ リーズに欠 けてい る季節 「春」の図像を復元するため
に も,き わめて重要な素描である。 とい うのは 「季節画」シ リー ズの 「暗い 日」
は早春,「干草の収穫」は初 夏,「穀物の収穫」は夏,「牛群の帰 り」は秋,「雪
中の狩人」は冬 を表 わ してい るので,ブ リューゲルが六か月 を表わ し,現 在一
(2)
点紛失 していると仮定するならば(筆者も6点説を支持するが),まさにその紛
失作品は素描 「春」にみられる農民の造園作業 と羊の放牧か,ヴ ァン・デル ・
(3)
ヴォッセ ンのい う農民の恋人の カップル(貴 族 の遊策や運河のポー トでの愛の
語 らいの代わ り)に 近 い春の情景だ ったにちがいないか らであ る。
他方,1568年の素描 「夏」 は1565年と推定 される 「干草 の収穫」や1565年の
年記のあ る 「穀物の収穫」 と比較 して,画 家 はど う構成 を展開 させたか,形 態




ウ ィー=ン ア ル ペ ル テ ィナ 美 術 館
223×289mm
M.D.LXVBRVEGELす な わ ち1565年 ブ リュ ー ゲ ル と い う年 記 と 署 名 の あ
る この 素描 の 下 部 に は,オ ラツ ダ語 でDeLenten,Mert,April,Meij(春,
三 月,四 月,五 月)と 記 入 され て い る。 さ らに ピー テ ル ・ヴ ァ ン ・デ ル ・ヘ
イデ ン彫 板 に よ る版 画(図2)に は 中央 の カ ル トゥー シ ュにVERPueritie
bompar(春,幼年 期 に 匹 敵),左 側 にMartius,Aprilis,Maiussunttempora
veris(三月,四 月,五 月 は春 の 時 期 で あ る),右 側 にVereVenusgaudet
fiorentibusaureasertis(春,ウェ ヌ ス は 黄 金 の 花 冠 を 喜 ぶ)と 記 さ れ て い る。
こ こで ウ ェ ヌ ス の 名 が 出 るの は,古 代 ロー マ暦 で は4Aが この 菜 園の 女 神 の月
だ か らで あ ろ う。
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ブ リューゲルは春 とい う季節の もとで農民 と貴族の行事,す なわち,三 月の
農民の 「造園作業⊥ 四月の農民の 「羊の毛刈 り」,五月の貴族の 「庭園での宴
会と舟遊び」 を画いてい る。だが春の三月,四 月,五 月の営み としてこれ らを
表わすこ とは,ブ リューゲルの創意ではな く,16世紀初期 フラン ドルの時禧書
の図像的伝統 を踏襲 してい るのである。 このこ とは,ブ リューゲルの素描や版
(4)
画に つ い て の 研 究 者 シ ャル ル ・ ド ・ トル ナ イ(1952年),ア ー サ ー ・ク ラ イ ン
(5)
(1963年),ルイ ・ル ベ ー ル(1969年)に よ って も指 摘 され て い ない 。 そ れ ば
か りか ル ベ ー ル は 納 屋 や 羊 の 毛 刈 りの あ る 小 牧 場,ト ン ネ ル型 の アー ケ ー ド,、
エ レガ ン トな庭 な どが ブ リ'ユー ゲ ル 独 自の 構 図 で あ り,「 春 の 時 節,自 然 の 芽
(6)
生えに人 間が参加す ることを喚起 してい る」 と述べてい るだけであ る。
そこで以下,春の季節の三つの営み をフ ラン ドルの特薦書 を比較 してみ よう。
1.'「三月」写本 との比較一 「造園」(図3)
ブリューゲルの 「春」では九人の農民が領主の庭 園のために働いてい るb領
主の住む城は背景 にある運河の向 こう側 にみちれ る。五人の農夫の うち三人は
シャベルで地 を耕 し,'・一人 は レーキで地 を均 レ 後の一人は種 を蒔 きなが ら,
ちょうど監督に来た領主夫人に挨拶 をしてい る。四人 の農婦の うち,・二 人 は苗・
を植え,一 人 は植え られたばか りの苗木に バケツで水 を撒 き,右 端の一人 は籠
を逆にして何 か肥料の よ うな もの を撒いてい るが(お そ らく家畜の糞 を乾燥 さ
せたもの),図 版からはあまり明確ではない。 いつれにせ よ,ブ リューゲルは
この九人の農民たちに実際 の造 園作業に必要な種 々の役割 を分担 させてい るの
が,興 味深い。絵画的にみ て も彼 らの動作は横,後,斜 め,正 面 とい う風 に種
々の角度 から・ またその姿 も遠近に よる大 きさを考慮 しつつ描写されてい る。
三月の営み として 「造園作業」 を画 く図像は,16世紀初期の多 くの フラン ド
ルの特薦書に共通 している。 とくに農民が領主ない し領主夫人 に挨拶 した り,
花の苗を植えた り,若 木の植樹 または垣根作 りな ど,ブ リューゲルの構図の先
例と思われ る写本がい くつか列挙で きる。 まずヘ ン トやプ リュッへで活躍 した
(7)ヘ ラル ト ・ホ ー レ ンバ、ヴ ト.の1510年頃 の 聖 務 日課 書(ア ン トウ ェ ル ペ ン,マ イ
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、ヤー ・ヴ ァン ・デン・・tls"ルフ美術館cod.946,fol.2v,図4,以 下 アジ トウ
ェルペンcod・946と略す)に 注 目しよう。領主(ブ リューゲルでは領主夫人)
がち ょうど農民の造 園作業の監督にや って来 た。ひ と りの農民 は手 を休 み,帽
子に一寸手 をあてて彼に挨拶 してい る(ブ リューゲルでの農民 は腰 を低 く御辞
儀 をしている)。他に農婦は ブ リューゲルの絵 と同 じ くしゃがんで 花の苗 を植
えジ他 の二人の農夫 は木製 シャベルで土 を掘 って植樹 を行な ってい る。 当時は
まだ木製の刃の シャベルしかな く,刃 と柵 ま鉄の釘鯛 定 されてい竃 領主夫
人が胸に小羊を抱 き,侍女を伴い彼 らの作業 を見物している。 ブリューゲルの
画面では侍女が領主夫人の愛玩犬を地面におろし,相手をしている。
つた
こ の 写 本 で も ブ リュー ゲ ル の 素描 で も,花 や 蔦 の 葉 の ア ー ケ ー ドが み られ ,
庭 師 が 悌 子 に 登 って 作 業 中 で あ る。 との ア ー ケ ー ドは4月 に な る と,葉 が 青 々
と繁 り,美 しい花 が 咲 き乱 れ,恋 人 た ちの 語 らい の 場 と な る こ と は,他 の 時 禧
書(ウ ィー ンの オ ー ス トリア国 立 図 書 館cod.1883fol・r'4r,{図5)、の 中 で 美 し
く描 写 され て い る。 とこ ろ で,ど の フ ラツ ドル の 特 薦 書 の 三 月 の 描 写 に も,花
の ア ー ケ ー ドは 大 抵 見 られ る た め,お そ ら く領 主 の 庭 園 の ス タ イル の ひ とつ だ
った の で あ ろ う。 例 え ば 後 述 の ミ 三 ンKン の バ イ エ ル ン州 立 図 書 館cod.1at・'
28346,fol・7「(図8)(以下,ミ ュ ンヘ ンcod.1at.'・・∴∵と略 す)や ニ ュ ー ヨ
ー クめ ピエ ポ ン ・.e)レガ ン 図書 館 「ダ ・コ ス タの 時 震 害 』(図9)tに そ の 例 を
見 出せ る。 た だ し これ らの 写 本 の 柵 は 格 子 風 だ った り,枝 で 編 み 上 げ た 中世 風
の 種 根 だ った 。 しか し ブ リュ ー ゲ ルの 柵 は 石 で 出来 た イ タ リア ・ル ネサ ン ス風
の 欄 干 ス タ イル で よ り当 世 風 な もの に 変 え た こ と も興 味 深 い 。 例 え ば,ヒ エ ロ
ニ ム ス ニコ ッ ク が発 行 した 銅 版 画 「ヴ ィ ラ ・ユ ー リアの 内庭 」 をみ る と,噴 水
の 囲 い め 欄 干 が この ブ リ ュー ゲ ル の そ れ に近 い もの で あ る こ と が分 か る 。 な お
ブ リ ュ ー ゲ ル の 素描 で 「五 月 」 の 情 景 の 中で 遠 くに 城 が み ら れ ,側 に 運 河 が流
れ て い るが,ζ れ は す で に 写 本 の 「三 月 」 で 領 地 内 の 庭 園 とい う こ とで 描 写 さ
れ て い た。 ほ か に ホ ー レン、バ ウ トの1510年か ら20年制 作 の 「ロ ー トシル5の 特
薦 書 』(ウ ィー ン,cod・ser・n・2844)rにも注 目 し よ う。 そ の.「三 月 」(fol.2・,
図6う は・ ア ン トウ ェル ペ ンの 聖 務 日課 書 を小 規 模 化 した もの だ が,・領 主 で は
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な く,.仔羊を抱いた領主夫人が農民たちを監督 してい る。 しか しここでは この
農民 も仕事に没頭 し,'夫人 に挨拶 してい る者はいない。左遠方の丘陵での農民
の作業ぱ,細 作 り用の材料集めであろ う。 おそら くアン トゥェルペ ンの聖務 日
課書と同じ仕事なのだ ろ うが,こ の 『ロー トシル トの時禧書』の方がよ り明確
にみられる。確かに両写本 とも花壇の柵は完全に出来上 づていない。
アン トウェルペ ンの聖務 日課書の図像に きわめて近い時禧書 として ミュンヘ
ンのcod・lat・28346fol・6v(図7)があげられる。 一この写本は 「ホル トゥル
く　ラ
ス ・ア ニ マ エ の 画 家 」 の 彩 飾 とい わ れ るが.画 家 は 明 ら か に ア ン トウ ェ ル{ミン
の聖 務 日課 書 を知 って い て,そ れ を簡 略 化 じて い る二・い や よ く論 議 さ れ る よ う
に,「 ホ ル トウル ス ・アニ マ エ の画 家 」 こ そ ホ ー レンバ ウ トと同二 人 物 とい う
説 は こめ 両 写 本 め 比 較 で も検 討 され る必 要 が あ るの で は な か ろ うか 。 な お ミュ
ンヘ ンの 写本 の 三 月 のfol・7c(図8)で は,t・農 民 が シ ャベ ル で 土 を 掘 り 返
し,対 岸 で は 二人 の 農 民 が 編 み 柵 用 に 木 の 枝 を伐 らて い る。 この 情 景 も ア ン ト
ウェル ペ ンの 聖 務 日課 書 の 左 側 の 情 景 を この ミSンKyのf・1.7・ に おい てA虫
立 させ た もの で あ るb',・L
つ ぎに ホ ー レンバ ウ トよ1り20歳若 い シ モ ン ・」ベ ニ ジグ の い くつ かの 時講 書 に
注 目 してみ よ う。 彼 も また ヘ ン トー ブ リュ ッへ で 父 ア レクサ ンデ ル と と もた大
規模姻 際的躰 頭 鞠 を行なった・6世紀前半最大の躰 画家であ暫1、52。
年頃 の 『ダ ・コス タの 特 薦 書 』(ニ ュ ー ヨー ク,'ピエ ポ ン ・モ ル ガ ン図 書 館 ,
ms399)の 「三 月 」(図9)で は ,造 園作 業 を監 督 す る領 主,挨 拶 す る農 民,
梯子 の上 で の 花 の ア ー ケ ー ド作 り,領主 の 城,橋 の 上 の 領 主 夫 人 な どの モ テ ィー
フは ア ン トウ ェル ペ シの 聖 務 日課 書 を く り返 して い る。 しか じベ ニ ン グは 「三
月」 の 営 み を縦 長 の 構 図 の 全 員 大 の ミニ ア デ ュー ル に 画 き,よ り絵 画 性 を強 調
した。 つ ま りホ,一レン バ ウ トの 挿 画 とい う機 能 の も とで の 描 写 的 世 界 を,'領主
と農 民 の 会 話 を中 心 に した ひ とつ の 風 俗 画 の 世 界 へ と拡 大 した の で あ る。 ベ ニ
ン グは この 時 藤 書 の 後 ,1520年頃 に ミ・ゴ ンヘ ンの バ イエ ル ン州 立 図 書 館cod.
lat・23638fol・4・(図10);さ らに ブ リュ ッセ ルの 王 立 図 書 館 の 『ヘ ネ シ_の
時轄 書』 のfo1・3v(図11)で 『ダ ・.コス タ め 時 祷 書』を よ り発 展 させ,L層
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ブ リューゲルの 「春」に近づ く世界 を樹いた。両時濤書は きわめて類似 してい
るが,『 ダ ・コスタの時落書』にない種 々のモティー フが登場す る。 ブ リュ ・ー
ゲルの範例 をなす と思 わ れ る領 主夫人が侍女 を伴い,造 園作業の監督に来 る。
ミュンヘンでは農民が帽子 をとり,夫 人 に丁寧に挨拶 をしてい る。彼女は胸 に
愛玩犬 をかかかえてい るが,ブ リューゲルの 「春」 と同様,ち わわの よ うな小
さな犬 を飼 うことが当時の宮廷生活の習慣 だ ったの であろ うか。 ランブール兄
弟の 『ペ リー公のい とも豪華 なる時薦書」の 「一月」で も,二 匹の小犬 がペ リ
ー公の食卓に上がることを許されてい る。
さて ミュンヘンのcod.lat.23638では一羽の鶴,『 ヘ ネシーの時薦書』 で
も二羽の鶴が庭 園を闊歩 している。 おそ らく春 になったので,ス ペ インか北西
アフ リカから北 ヨー ロッパへ飛んで来たのだ ろ うか。 あるいは彼 らの様 子から
孔雀 など とともに放 し飼いに されてい るのだろ うか。 とすると14世紀の イギ リ
スの ロマ ンス 「デンマーク人 ハヴロック』のつ ぎの一節が想起 される。 「皆の
前に運ばれて来たご馳走 ときたら,王 や皇帝で もこれ以上の ものは望み得 ない
(li)
ほどで した。鶴 白鳥,鹿 肉,鮭,八 目鰻,上 等の蝶鮫 ……。」つ まり鶴は宮廷
での最高の肉 として喜ばれた らしいので,放 し飼いに されていたと して も,そ
れは鑑賞用 だけでな くおそ ら く食料のためだ ったので あろ う。 また上述の両時
禧書 をは じめ,『 ダ ・コスタの時薦書』に も青空 を背景に した宮殿の煙突上に
コウノ トリが巣 を作 っている情景が描 かれてい る。これ らの写本では,父 鳥が
空か ら餌 を運 んで くると,母 鳥がそれ を受け とりひなに食べ させ る。驚 くべ き
ことに,ブ リューゲルは 「春」の 「五月」の場面 も,城 の煙突の上に,コ ウノ
トリの巣 を描写 し,細 部にいたるまで特薦書への依存関係が観察 される。両写
本 の城の作 りを比較 すると,rヘネシの特薦書』の方がよ り新 しい建 築様式 を示
してい るが,正 面の窓上の飾 り格子や飾 りア ・ー一・一ケー ドは16世紀 前期 の ブ リュッ
ロ プジ ャ
へにポピュラーだった ものである。 なお庭 に面 した回廊には四体の騎 士の彫像
が飾 られてい る。これな どもイタ リア ・ルネサンス風 な建築表現 といえ よう。
ロン ドンの大英博物館の通称 『ゴルフの書』(図12)は 上述の ベニングの二
写本 よ りもさらに20年後の1540年頃に制作 された。領主夫人 と彼女に挨拶 をす
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る 農 民 は ・ ミ ュン ヘ ンのcod・・lat・23638fol:4v(図10)と全 く:同じで;お そ ら
くペニングはモデル肋 ミニアテユールか素描 相 ら齢 返 したのであろ(貌
ただしここでは・城に隣接 した庭園での作業の描写とい うよりは,戸 外での数
人の農民の動 きに焦点がおかれ,御 辞儀 をする農民や斧 を振 りあげ,樹 を伐採
する樵の姿が静止的な画面に動的要素を加 えている。
2.「 三月」版画一一薪,柵 ないし籠用の枝の伐採
フラン ドルの特薦書はヘ ン ト一一.ブ リュッへ派め工房で彩飾写本 として16世
くエヨラ
紀前半まで大量に制作 された。と同時に15世紀末から印刷術が普及 しはじめ る
と,印刷本の時禧書 もかな り発行 され始めた6と くに日常に使用する印刷本の
新禧書は手軽で,写 本に比べてはるかに廉価 なので,一 般大衆の間に需要が高
まった。だが印刷本 とい って も最初の典礼暦(キ リズ ト教の祝祭 日や聖人の記
念日のあるカ レンダー頁〉には,写 本の図像 と同 じく,各 月の貴族の行事や農
民の野良仕事の内容が描写され,そ れらが木版画ない し銅版画の挿画 となった
のである。これ らの図像は王侯貴族めために数年 もかか って制作 された写本 と
遠って・大衆が購売者であるだけに,よ り彼 らの趣向に合わせ,彼 らの市民生
活が反映されている。それ と同時に12点セッ トの月暦版画 もかな りポ ピュラ]
となったこそこで写本 と比較 しなが ら,各 月の図像についそ論 じてみたい と思
う。 ・ 一
さらに以下に述べる版画に関 しては,そ の国際的な流通性 を考え,フ ラン ド
ルとい う地域性には限定社ず,フ ランス,ド イツなど広 く北 ヨー ロッパを対象
にしよう。その結果指摘で きることは,「三月」の営みに関 して,筆者の知るか
ぎり,領主や領主夫人が監督する農民の造園作業はほとん ど表現 されてない こ
とである。版画の世界での 「三月」の図像 はゴ山での枝打 ちや果実樹の勇定,
またしゅろ柳(ウ イロウ)の 枝の伐採である。後者はパンを焼 く燃料として,'
また籠や種根の材料 として使用 された。版画で枝打ちや勇定が行なわれてい る
と・必ず側でそれ らを束ねている農民の姿 もみられるが,こ れらの情景はブ ヅ
ユーゲルの春の 「三月」にはな く,む しろ油彩画の 「季節画」 シリーズのひと
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つ 「暗い 日」の前景(図13)に 見出され る。 とい うことは時緯書のほとんどは
王侯貴族 が依頼者であ ったため,12か月の月間行事の中に,彼 らの宮廷生活 を
画 くζとが必然的に望 まれたのである。 それに対 して版画は よ.り1一般大衆 を購
売層 としているため,む しろ庶民の生活 を主題 とする傾向が強か った。tしたが
って今述べた版画の山での枝切 りは,'上述の時清書,例 えば 『ロ 」ー'トシル トの
特薦 書』 に おい て,左 遠方の点景のひとつ として描写されたものであ り,主 要
な三月の営みではなか った。 そこでここではむ しろプ リューゲ以の:「暗い 日」
との関係 で二,三 の版画を簡単に紹介 しよう。パ リの国立図書館版画室の無名
版画家の木版画(図14)・では,上 部の黄道12宮の記号 丁牝羊座」があり,.中央
に畑での 「種蒔 き」・そ して奉に しゅろ柳の枝の伐採がみ られ る。この材料 を使
っての編み桓根は,右 にある農家の前方にみ られる。ニユ・≡ルンベルクの版画
(14)
家 ハ ン ス1・ti-一・シレ ト:ベ 一 八 ム も ζの し ゅろ 柳 の 枝 の 伐 採 を円形 の 構 図 、(図





い農婦,二 頭の牛,農 家,教 会 や城門な どもみ られ,な かなか絵画的に も洗練
(!6)
され てい る6彼 の版 画に もとつ く絵皿 も知 られているのでJ・おそら ぐこの作品
は種 々のデザ インに応用 されたのであろ う。他に同画家に よるよりスケールの
大 きな銅版画(図17)も ある。 ここでは中景に槍合戦による戦闘 とい うエ ピソ
rド まで も加 え られてい るが,.これはサムエル記下11章1に記 された 「年のは
じめ,王 たちが戦争にでるころになると……」 に由来するのであろう。この場
合の 「年のは じめ」は春3月 か4月 を指 してい る。背景 にはオベ レスクや ロー
マの カステル ・サ ンタンジェロを思わせ る異国風 な建物が画かれているが,画
家 はアム モン人の町 を意図 したのであろ う。なお下の余白にはラテ ン語で 「三




3.「 四月」写本 との比較一 羊 の毛刈 りと放牧
「四月」の営み としてブ リューゲル が描写 した 羊の毛刈 りと放牧(図18)
は,画 面中景 から遠景 にかけてみられ る。だが羊の毛刈 りは四月の農事 として
は早す ぎ,お そらく羊 は毛を刈 られては風邪 をひいて しま うだろ う。・そのため
伝統的にはほとん どの特薦書は暑 くな ってからの六月の図像であったbゆ えに
この月の行事に羊の毛刈 りを画いたのはおそらくブリューゲルの記憶違いでは
ないか。「羊の毛刈 り」を画いた例外のひとつは,ウ ィー ンの オーズ トリ ア国立
図書館の 『クロワの特薦書』(1510年頃)cod.latl1858fol.5・(図19)であ
る。暖 かい季節にな うたので,農 夫が鞭で羊 を追い立て,柵 から野原へ連れ出
す。他方農民の服装 らしか らぬ僧服 をまとった ような男が,:]頭の羊を膝にの
せ毛刈 りをしてい る。 ヴィルヘルム ・ハンセンは単に膝の上に羊を抱いている
く　
と述べ て い るが;・よ くみ る とこ の 男 は 手 に ハ サ ミの よ うな もの を も らて い る。1
ゆ えに ブ リュー ゲ ル は 以 下 に 述 べ る時 清 書 の よ うに この 月 は 羊 の 放 牧 や 牛 の 乳
しぼ りを描 くべ きだ った の で あ ろ う6「 羊 の 毛 刈 り」 の 図 像 的 比 較 は;『本 稿 で
は 「六 月 」 に 論 じたい と思 う6・''''"∵ ・:h・'
「羊 の 放 牧 」 の 先 例 と して ホ ー レン バ ウ トの ア ン トウ ェ ル ペ ンの マ イ ヤ ー ・
ヴ ァン ・デ ン ・ベ ル フ美 術 館 の 聖 務 日課 書fol.3「(図20),同画 家 のrロ ー ト
シル トの 時 務 書jfo1・3「(図21),ホル トゥル ス・・アニ マ エ の 画 家 の ミュ ンベ
ンのcod・lat・28346fol.8「(図22),さ らに 同画 家 の ウ ィ ー ンーcod.2706
foL6「(図23)など が好 例 で あ ろ う。 さ らに 気 に な るの は ,こ られ の 特 薦 書 で
は,牧 場 の 入 口に 立 つ の は 羊 群 を導 く牧 夫 で ある が,ブ リュー ゲ ル は頭 に洗 濯
物 をのせ た婦 人 を画 い て い る6こ れ も状 況 と して は ふ さ わ し くな い の で は な か
ろ うか・ な お ブ リュ≒ ゲ ル は 他 の 時 禧 書 に は み られ な い が ,柵 の近 くに 蜂 の 巣
を並べている.さ らに敷居内に高い劇 ・屋を細 いている(図24).蜘 鐵 ま
『ペ リー公 の い と も豪 華 な る時 請 書 』 の 二 月 ,鳩 小 屋 は 「グ リマ 一 二の 聖 務 日
課 書』 の 二 月(図25)に 同種 の もの が 見 出 され る が,ブ リュー ゲ リは か な り写
実的 に 当時 の 農 家 や 内庭 を描 写 した と思 わ れ る。 ほ か に柵 の 近 くに鶏 の 親 子 が
餌 をつ い ば ん でV}.る。 こ れ な ど も ミ ュ(ン の ・・d.1・t.23637,f・1,2・をは
t-一一369-一一
じめ・ アン トウェルペンの聖務 日課書(図26)に も見出せる典型的な農家の庭
先の風景であろ う。
なお ミュンヘンのcod、]at.23638fol.5vの全員大 ミニアテ ユ'一ルでは,
「四月」は庭園での貴人の恋人たちの語 らいが描写 されていた。その意味では
これらの時蔵書は 『ペ リー公のい とも豪華なる特薦書』や 『グ リマー二の聖務
日課書』の伝統 を踏襲 している。 とい うことは 「羊の放牧」 とい う図像は,カ
・レンダ一貫のそれが ブ リューゲルに影響 を与えた とい うことになる。一般に時
薄書で毎月が全頁大 ミニアテユールと典礼暦の あるカ レンダー頁の2頁 から構
成 される場合、全頁大 ミニアテ ユールに貴族の行事,九 レンダ一真に農民の野
良作業 とい う場合が多い。
;各 月 ともこうした作例で,例 えば 『ゴルフの書』 をみ ると,全 頁大の方は庭
園での貴人 と貴婦人の愛の語 らいが描写されていた。これはア レクサンデル ・
ペニ ングやホー レンバウ ト,そ して シモン ・ベニング自身 も加 わ った 『グリマ
二二の聖務 日課書』の伝統を継 ぐものである。 と くに 「四月」の全頁大 ミニア
テユールをふ くむ12か月の月暦写本画全体はホー レン〆 ウ トの手に よるといわ
れている6
4.「 四月」版画一 羊の放牧
版 画の世界では 「三月」で述べ たように,「 四月」の 図像 もやは り農民の野
良仕事の方が多い ようだ。 ヴァー ジ、レ・ソ リ1籾画面(図27)で は虻 ちカ1乳
しぼ りやバター作 りに励んでい る。 とい うのは四月はバターやチーズを作 るた
めの搾乳の月 といわれ るからであ る。下の余白にはラテン語で 「牧場の健康の
牛は成長す る。雌牛の乳 しぼ り」 と記 されている。 しか し 「四月」は恋の芽生
えとい った田園的エピソー ドも加わることもある。例えば苫の モノグラムの版
画家の1555年とい う年記 をもつ木版画(図28)で は,二 人の簸たちが花輪 を作
り,真 中の男性の頭に載せている。 それに対 し乳 しぼ りの作業は背景に押 しや
られている。 これは時蔵書で描写 された 「庭園での恋の語 らい」.の庶民厭なの
であろ うbこ の木版画の図像 を踏襲 し,さ らに農村の雰囲気 を強調 した無名版
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画家の作品(29図)では,乳 しぼりの位置が左右逆になっただけで,農 民の男
女が宮廷愛の真似事 を行 な ってい る。エティエ ンヌ ・ドゥローヌの銅版画(図
30)では,羊 番が仕事 を離れ,恋 人 とともに草叢に坐 ってい る。別の娘 も花摘
(21)
みに夢中だ。 ブ リューゲルと同時代の画家ハ ンス ・ボルの銅版画(図31)を み
ると,ち ょうどブ リューゲルの 「三月」の造園作業 と宮廷人の愛の散策を合わ
せたような構 図を考案 した。16世紀後半アン トウェルペ ンで活躍 したマル チン
(22)
・ド・ヴォスの下絵に基づ くク リスピン ・ド・パス刻の銅版画 「四月」(図32)'
は,ボ ルの愛の テーマを前 面的に強調 している。春の擬人 像の ような優雅な都
会人のカップルが,庭 園の一角で愛 を語 らい合 う。 タイサン木 と思われ る樹の
下で婦人は右手で花(ア ツバサクラソウに似てい るが)の 植木 を指 し,左 手で
チュー リップを手に し,男 性は彼女に植木の花 ど同 じL一輪の花 を贈 っている。
なお円周の ラテジ語の銘文 は,「 見 よ,長 い間塞 さで閉 ざされていた地面 を四
月が開けて ぐれる6董 や他の花の種の芽を出させ る」 とある。""
5.「 五月」写本 との比較一一一貴人の園遊と舟遊び
ブリューゲルの素描 の上方右端に領主の城の塔がそびえ立 ち,運 河に面 した
庭園には東屋があるが,貴 人 たちがその内外で宴会 を楽 しんでい る(図33)。"
庭園では教組の若い男女の カップルが抱擁 し合 ってい る6ま た運河には恋人た
ちのい る一般のボー トが浮 んでい る。 これ らは ブリューゲルの全油彩画や版画
の下絵素描 を通 じ,貴 族 の生活 を画いた唯一の情景である。 ・
「愛 を語 り・合 う五月」 どい う宮廷愛の}一 マは,聖 務 日課書や特薦書の五月
の典型的な図像であ った。14世紀の イ苧 リスの詩人チ ョーサーは 『カンタベ リ
物語』の 「貿易商人 の話」の中で,年 老い た夫 ジ ャニア リー(一 月)と 結婚 し
た若い妻をメイ(五 月)と 名づけ二(いる。 それほど 「五月」は若緑 の季節,青
年男女の季節なのである。ゆえにほとんどの聖務 日課書や特薦書の 「五月」ほ
ブリューゲルの先例 となる 「庭園での愛の語 らい」と 「運河での恋人 の舟遊び」
を伝統的な図像 としてい だ。 ・ ・`㌦,、.・
「宮廷愛」 とい うテーマは,す でに記述したよ うに,写 本に よっては 「四月」
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{こ・ しかもその多 くは全頁大 ミエアテユールのある聖務 日課書や特薦書に表現
されていた。 それ らは 「三月」 に植 えた庭 園の草花が 咲き始めた美 しい 「四
i月」の庭 園での・貴人 や貴婦人 らQ遊 策であ り・ また恋の芽生 えを暗示 してい
る程度であ った。
.さ て,ブ リューゲルの表現 した宮廷人の宴会 と運河 での 舟遊 びの 先例 とし
て,1510～20年頃の 「ホル トゥルス ・アニマエの画家」.の特薦書(ウ ィー ンの
god・2706foL7v(図34)を挙 げる`tとがで きよう・ 愛の噴水が 水 しぶきを
あげ嬬 の一触1野 の花ρ咲 き跡 る緑の ジュ一夕牢 噸 のカ ッカ 吐 一
レディ
A9)既婚の貴婦人が坐 っている。右側の白い毛皮の縁取 りの衣服 を着た婦人が
未婚でぽ 準1映 の婦人との鷲 か嚇 唾できる9後者はその編 肇
を帽子で覆いかくしているからであるb.右側の若い 貴今子は 恋人に 飲物を薦




が道化杖を差 し出 しなが ら,彼 らを待 っている。 さらに遠方 には,二 人のカッ
プルの乗 ったポー トが浮んでい る・・
.∴,,.・ 一、
、フラン ドルσ「特薦書 が多 く制作されたブ リュッへは北国の亘 エネツィア≒よ
ばれるほ ど,町 には無数のメ「小の運河が流れている。 したが づて ブ リュッでの
市 民たちはことの外舟遊び を愛好レた。 そして また彼 らの趣向がこ うレた特薦
書 の風 景描写に も反映 されてい る。以下に述べ る特薦書は ブ リぞッへの工房で
制作 されたが・いつれ も同市の町角をモデルに宮廷人の舟遊びを主要 な図像 と
レて表現 してい る。 その場合,.どの写本に も共通 してい るこ とは,彼 らの舟が
新緑の枝 で飾 られていることであり,こ れは ブ リューゲルの素描に も見出され
る91413年か ら16年に制作 された 『ペ リー公のい とも豪華 なる特薦書』の時
代,フ ランス王はさわやヵ・な緑色の五月服livr6edemaiと呼称 される衣服を
人 びとに配布 し,彼 らはそれを着て五月の祭 りを楽 しんだ とい う。実際人 びと
は 「鷹狩 りの帰 り」(図35,ミ ュンヘン,Cod・lat.28346fol.gr)や「五月
の散策」(ド レスデンのザクセ ン州 立図書館,A331fol・4Y1470年～90年・
図36)の際 に森 から新緑の枝 を持 ち帰 り,それ らで舟遊びのボーJトに も飾 った
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の で あ る。"、
ダ ビ ト カ 　 マ
ド・ラ イ ンス 勲 ク・ ドユ ー リ ン ク ス フ ェ・レ トの 「ペル ギ7の 触 ン ダ 理 、
(1860)によるとピ中世 から大半の ヨー ロッパの国 々では5月1日 を 「夏の再
来」 として祝 った とい う。ベルギーの ブラバン ト地方で もそのB人 びとは公共
メイボ　ム
広場や四つ辻・教会,主 任 司祭館,あ るいは名士の家の門に五月掛(月 桂樹,・
白樺・繊 柘植・柏・ くるみな ど)を 立てて祝 った。その樹 はかな り木 さく,.
色どりの小 さな吹流 し,花 輪,リ ボン,金 属の薄片で飾 られていたbそ のよ う・
なわけで・以下にみ られ る時薩書での若枝 も,五 月一 日の祝いのために切 られ
た特別の樹 を意味 していたのであろ う。 ∴:『"∵ ・ ・
1500年から1530年にかけて制作 されたい くつかの フラン ドルの時薦書の 「五
月」の頁で,と くに舟遊びを表わ した ものに注 目してみよう。 これ らに共通す
るのはポ㌣ トの中に一組ない し二組の恋人 たち,あ るいは数人の男女が自ら笛
やリュー トを奏 でた り,楽 士や道化に伴奏 させ た り・して舟下 りを楽 しんでい るi
ことである。多 くの場 合・舟の中央部が テン,トで覆われ,'恋人たちの頭部 しか
見えない こともある。,ボー トは上述 したように 例外な ぐ五月樹 で 飾られてい,
る・'ブリュッセルのmsIV・280foL5v(図37)では 中央のテ ン トに頭部 しか
見えない三人の男女,船 尾で風笛 を鳴 らす道化がみ られる。川岸で釣 を楽 しむ
人の姿もみられ る。 ホー レンバウ トの アン トウェルペンの 聖務 日課書fol.3v
(図38)でぱボー トは これか ら橋の下 を通過するところで,彼 岸では二人の市
民がそれ を見物 じてい る。なお橋の上では7,8人 の若者 が鷹狩 りを終 えて家
路に着こうとする情景 もみられ る。そのほかプ リュッへの町 を思わせ る眺望が
遠近法で画 かれてい る。 つ まりミュンヘンのcod.1aL28346fol.8v(図39)一・
のホル}ウ ルス ・アニマエの画家は,「 三月」の場合 と同様,ア ン トウェルペ・
ンの聖務 日課書 を簡略化 した ものだが,舳 先 きにはオールをもった若者の代 わ代
りに道化 を,船 尾に坐 る船頭の後に犬 を画 くなど,わ ずかな変化 をつけた。.ま
た五月掛で美 しく飾 られた テン トも覆いが上 げられ,し とやかな二人 の貴婦人
と雛 奏でる瀦 が坐 っている.ホ ー レン～・ウ ゆr‥ トシル,トの 時嚇 』 、
(図40)ではポー トにはテ;t"トはない,さ らに翻 の周辺は もう町で1まな くの
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どかな田園風景が展開 され,川 岸近 くを鷹狩 りに出発す る勇壮 とした若者 の姿
がみ られ る。風 景描写にかけて優 れた才能を もつホー レンパ ウ トの力量が発揮
されてい る ミニアテ ユールであ る。シモン ・ベニ ングの 『ゴルラの書」fol.22v
(図41)はおそ ら くアン トウェルペ ンの 聖務 日課書のための モデル画か 素描
を土台に したのであろ う。情景は きわめて類似的だが,上 述 したように,ベ ニ
ングは余 白彩飾 を全員大 ミニ アテユールに拡大 した とい うこともあ り,波 の う
ね り,力 を込めてポー トを漕 ぐ船頭 など,ひ じょうに'絵画性に富んでい る。ボ
ー トの 中では男性 はカ ラムス とよばれ る縦笛 を,女 性 を リュー トを奏 で、二人
に向い合 った女性は楽譜を手に歌 うなど楽 しい奏楽の グル ープであ る。 また橋
を渡 るのは鷹狩 り帰 りではな く,五 月樹 をもづて森か ら帰 る騎馬上の男女であ
る。
ところで ブ リューゲルの 「春」の背景に見 出され る 「畑仕事」 ど 「海上の難
破船」 は,'彼の単 なる思いつ きとは思 えない。 普通,時 薦書では 「四月」で
羊飼いが羊の群れ を連れ出す場合,柵 の遠方には広い野原が展開 してい るよう
だが,「 畑仕事」 というの ほ月暦の図像的伝統 か らす ると,『 ペ リー公のい と
も豪華なる時薩書』(図42)や 『グ リマ一三の聖務 日課書」,ウ ィー ンのcod.
1984・3v(図43>でも,「 三月」の営みであ った。 ゆえに ブ リューゲルはここ
で も図像の伝統からは自由に背景の点景 として畑仕事 を画 いたの であろ うか。
「海上の難波船」に も問題がある。 「季節画」 シ リーズの 「暗い 日」には,中
景の河口に難i破しかけた数艘の帆船が画かれてい る(図44)。,し「か しこれは ミュ
ンヘンのcod・Iat・23638fg1・3v(図45)にみ られ るように,「 二月」の図像
である。 したが って 「春」 の背景に画いた難破船は 「畑仕事」 と同様,は づき
りと特定の月 を意 図 しなか ったのか もしれ ない。 おそ らくブ リューゲルは 「暗
い 日」で早春の嵐の事件 として難破船 を画いた記憶 に もとづ き,背 景 の点景と
して選ん だのであろ う。
6.r五 月」'版画一一森への散策,舟 遊び,宴 会
版画の世界で も晴晴書の伝統を継承し,上述と同じ主題が見出される。ゆえ
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にブリューゲルが 「春」の うち 「五月」の図像として宴会や舟遊びを選んだと
き,彼の周辺には同 じくこうした主題の木版,銅 版画が流行 していたのである。
「森への散策」はブ リューゲルの 「五月」には描写されてないので,簡 単に
触れよう。パ リの出版業者であったギィ ・マルシャンは 「牧人暦』 を1491年に
出版した。それはさらに トロワの ニコラ ・ル ・ルージュによって1511年に改訂
版,・5・3年に再版が出版 され,ヨ ー・。パ各地にひじ、うに普及 し竃 この本
の最初の12か月にはほぼ時禧書の図像 と一致する12か月の貴族 と農民の年間行
事が画かれてい る。 その中の 「五月」の木版の挿画(図46)の 中で,若 いカッ
プルが一頭の馬に乗 り,男 性が鷹 を,女 性が五月樹 を手に している 情 景 が あ
る。円形の枠の中には五月に属す る牡牛座 と双子座の黄道12宮の記号がある。
この 『牧人暦』は フランス語だけで も十数版を重ね るとい うベス トセラーにな
り,さらにアン トウェルペ ンか らオランダ語の海賊版が出版 された。'そのため
当然その図像 も同時代の印刷本の特薦書や月暦版画に反映 されることとなる。
そのひとつが1555年とい う年記のあるフランスの木版画(図47)で,^ここでの
貴人のカップルは下男に道案内をさせている。二人は もはや手に何 も持 ってい
ないが・森への散策であることは,町 を離れ,郊 外に出たことによって暗示さ
れる。
つぎにニュール ンベル クの版画家 ヴ ァー ジル ・ソリス(1514～1562)の木版
画 「舟遊び」(図48)をみてみよう。これ まで列挙 したホー レンバル トのアン
トウェルペンの聖務 日課書や 「ロー トシル トの時辞書』 と相違することは,も
はや 「運河下 り」が宮廷人の階級的な遊びではな'く,一ご ぐ普通の市民の男女の
それとなり,テ ン トや若枝 もな くなっている。さ らに泳 ぎ終 り,舟 に上 ろうと
す娚 女が加わ って くる.下 の余 白にt・iラテ痛 で 「すで1遊 嵐 が舵 って来
た。春 は世 界 を花 で飾 る」 とあ る。 ボ ッテ ィチ ェ ル リの 「春 」 に 画 か れ てい る
ように,ゼ ピ ュ ロスは もちろ ん春 の風 で あ る。
エテ ィエ ン ヌ ・ ドゥ ロー ヌの 楕 円形 の 画 面(図49)に は 前 景 に三 人 の婦 人 た
ち・背景 に五 人 の 男性 た ち の 合 唱 が 画 かれ て い る。 と くに 背 景 の 東 屋 は ブ リ・ユ
ーゲルの画 面 を想 起 させ る
。 フ ラ ンろ ・マ ニ エ リスム の 版 画 家 ドゥ・ロ三 ヌは裸
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身の女性 たちを画 くこどで,現 実の貴族社会 とい うよりも神話の神 々の饗宴を
現わ してい るのであろ 玩 それに対 し,'パリの無名版画家で通称 ・「モン トルゴ
ー1樋 りの 工 麗 の ・f・llとされ る・56・年 頃 の 「ililA」(図5・)は時 瀦 の 牌}・
もっとも近い。.前景では宮廷人たちの楽 しい宴が始 まり,そ れに加わるため,
幾組かの カップルが花 のアーケ 」ードを通 ってや って くる。背景 の小島には前掲
め ウィ「 ンのCod.2706fo1.7・(図34)を思わせる愛の噴水があ り・その周囲
に三艘 の ポー トが運河下 りをしている。下の余 白には ブラシ・ズ語の詩で こう記
されてい る。lt'
「さわ やかな緑でい っぱいの五月 とい うこの月は
.われわれの 目に ・㍉
'神の美 しさである薔薇やその弛め花 と,
種 々の 自然の色彩を見せて くれ る。 ・
われ らを喜ばせ 、、
多 くの新 しきものを見せて くれ る。
この ような善 きことによ って
詩編や雅歌 をくりかえ し歌 うことで'
邪悪 な心 をもち
下品で淫奔な歌 を唄 う人 から
遠 ざかるように と
われわれ を励 まして くれるだろう。」
無名版画家の木版画の 「五月」(図51)は技術的に も稚拙であ り,構 図も単
純 であるが,→ 応宮廷人の愛の語 らいの一時 を画いてい る。右側に立つ老人は
乾杯の盃 を掲げ,2組 の男女 を祝福 している。
(27)
ブ リ=一 ゲルと同時代の 画家 ピーテル ・ヴァン ・デル ・ボルフ ト(1540～
1608)は前掲の ドゥロー ヌの 「四月」に啓示されたマニエ リスム的な枠組構成
を意匠 している(図52)。tさて内部の情景は,広 々とした城の庭 園での宴会・
奏楽の楽 しみ,噴 水の側での愛の語 らい,庭 園の池での舟遊び,'遠景の都会の
町並み,河 口風景,は るかな遠方の町の景観 など,こ れ までの版画にないパノ
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ラミックな眺望が描写 されてい る。下のカル トゥシュには ラテン語で 「五月,、
牧草と花が笑 ってい る。汝はセカ ・ヘパティカで頭 を洗い,ウ イキ ョウを使 用
しな さい」と記 されている。ヘパティカhepaticaはミス ミソウで肝臓病 に効
くといわれ,ウ イキ ョウ(薗 香)は 黄色の小花 を多 くもち,芳 香性の精油 を含
む多年草で,薬 用に もなるとい う。最後にハ ンス ・ボルの円形構図(図53)を
みると,ヴ ァン ・デル ・ポルフ トに比べ,貴 族の社交生活はあまり強調 されて
いない。む しろ富裕な都会の男女による町の公園での散策 とい った観 がす る。
4tII .「 夏 」(図54)
下絵素描'・"∵
ハンブルク クンス トハ レ美術館 ピ ー ∵
220×285mmt,
画面下の余 白中央にMDLXVIIr,左隅にRVEGELと い う年記 と署名の一
部がみられる。RVEGELとい うBの 欠けた署名はおそらく左端hs切断 されたi
ため で あ ろ う。 この 素 描 に は 「春 」 の よ うに 月 の 記 入 が ない が,六 月,・七 月;1
八月 の三 ヵ 月 を表 わ した こ とは,版 画(図55)の 銘 文 か ら明 白 で あ る。 とい う
のは余 白にJulius,Augustus,necnonetJuniusAestas.Frugiferasaruis
f・tA・・tast・rridam・B・i・(7E,8月,』 そ し 一(6Eも ま た 夏 で あ る 。 暑 熱
の夏は耕地に豊饒な収穫 をもた らす)と 記 されている。 さらに中央のカル トゥ
』一シュには ,AESTASAdolescentieimago(夏,青 年期の姿)と ある。「春i」'
には 「幼年期に匹敵」・と記 されてい ることから,「 四季」版画の シリーズぽ,
人生の四時期の寓意 も意図 されていたのであろ う。
ところで 「春」 とは違 らそ 「夏」 には彫版 師の名は示 されて いないが,・ル
イ㍉レk-,雛 定す るSう1野 「春」 と恥 くピーテル.ヴ ァン.デ ルe・ヘ
イデ ン と考 え て よ い だ ろ う。 ・'・.
「夏 」 の 場 合 は;油 彩 画 の 「干 草 の 収穫 」 「穀 物 の 収 穫 」 と共 通 の モ テ ィ ー
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フが見 出され るの で,ブ リューゲルが それ ぞれの油彩画に どの月 を意図 してい
たかを再構成す る上で重要で ある。
1.「 六月」写本 との比較一 野菜や果実の収穫
ブ リューゲルの 「夏」の うち 「六月」の表現は,'画面左 で野菜や果実 を平な
ざるにのせ,頭 上で運んでい る農婦 と,そ の側に坐 して果実の皮 をむ く人物で
あろ う。 また画面 中央で も頭上や肩 に籠 をのせ,野 菜や果物 を運んでいる。 こ
の ように畑の収穫 とその運搬は 「干草の収穫」の前景(図56)を 想起 させ る。
後者の画面で も農民たちは収穫物 を頭上に載せて運んでい た・ その うち二人の
農民 な どは全 く首が隠 されて しま っているが,そ の表現は 「夏」の素描で も見
られ る。 こうした運搬法はフラン ドルだけでな く,ド イツで も一般的だ ったの
で あろ う。ハ ンス ・ヴェルテ ィンガーの油彩画 「六月」(図57,1520/30年)に
も,食 料 品を籠に入れ,頭 の上に載 せて運ぶ農婦の姿が画 かれてい る。
メ イ ユガグム
画面右上の丘陵を下 ったところで,五 月樹の先端の鳥を的に,若 者たちが弓
術大会(図58,59)を楽 しんでい る。 この情景 も油 彩画 「干草の収穫」(図60)
に前 出 されてい る。ゆえに ブ リューゲルは六月の行事 と考えたのであろ うが,
時禧 書ではf弓 術大会」は五月に描 写 されてい る。例えば16世紀初めの フラン
ドルの特薦書で,ウ ィー ンのcod.1at.1858fol.6「(図61)は五月の カ レン
ダー頁である。 ポールは丘の上の回転つ き風車の固定 され,.その先端 に標的の
鳥が載 ってい る。若者たちは合図 とともに一斉に標的 を狙 って弩の太い弓 を放
つ。風車の羽根 も動 かない ように地面 から張 られた綱で縛 ってある。丘の上で
は大勢の見物人 が集 り,弓 の行先 を追 ってい る。ほかに16世紀後 半の フランス
の写本(パ リ,国 立図書館ms.fr.1872fol.7r)でも,同 じく五月の行事で
あ った。 とい うことは ブ リューゲルは素描 「夏」や油彩画 「干草の収穫」で弓
術大会 を画いたことは,彼 が季節の 図像に囚われ ることな くジ 自由に このモテ
ィーフを導入 したのか,あ るいは 「羊の毛刈 り」 同様,あ ま り厳密ではなかっ
たのだろ うか。
.なお 「干草の収穫」の 中景に農家の裏庭 があり,そ こに重 りつ きの長い竿を
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使用 した 汲 み 式 井 戸(Ziehbrunnen)が画 かれ て い る。 ヴ ィル ヘ ル ム ・ハ ンセ
ンの研 究 に よ る と,こ れ も また1535年に 制 作 され た ウ ィー ンのcod.1880fo1.
(29)
18・(12月)に描写されているとい う。 汲み式井戸 自体は季節 とは 関係ないの
だが,ブ リューゲルの 「干草の収穫」 よりも30年前の フラン ドルの晴晴書にい
かに農家の生活 が詳細に描写 されてい るかを知 る例証 となろ う。
前述の ように 「羊の毛刈 り」は北 ヨー ロッパの習慣 としては夏の農事であっ
た。ゆえにこの仕事はほ とんどの特薦書や版画で も,「 六月」 のフォリオに画
かれている。い くつかの時落書 と比較 して興味深いのは,同 じポーズの毛の刈
り方がひとつの定型 として くり返 されてい ることで ある。例 えばホー レンバ ウ
bの 『グ リマー二の聖務 日課書』fol.7v(図62)やアン トウェルペ ンの聖務
日課書fol.4(図63)で,中央に坐 る農夫は左手で羊の両後脚 を高 く握 り,右
手でハサ ミをもって刈 ってい る。 この刈 り方は左右逆になることはあるが,同
画家の 「ロー トシル トの特薦書」fol.4T(図64)からボル トゥルス ・アニマエ
の画家の ウィー ンの時薦書cod.lat.2705fol.9「(図65)に反復 されている。
とくにこれ ら両写本は第二の農民の刈 り方 とい ～,第 三の農民が家畜小屋 から
別の羊を連れ出そうとしてい る情景 背景の作業小屋 にいたるまで,同じ手本 を
使 ってい るとしか思えない。他方,ホ ル トゥルス ・アニマエの画家は 「六月」
を2フ ォリオにわた って彩飾 しなければならないため,羊 の毛刈 りを左 フォリ
オ(図66)では ゴシック様式の教会の ような建 物の脇 に,右 フォリオ(図67)
では農家の内庭 に設定 しながらも,図63,64,65での左側の刈 り人 を省略 して
いる・ただ し全体の構図は明 らかにホー レンバ ウ トに依存 している。 また シモ
ン'ベニングは 『ダ ・コス,タの特薦書』 などでの左側の農夫の刈 り方 を,、ホル
トゥルス ・アニマエの画家の図66から踏襲 している。 もちろん ベニングは彼独
得の刈り方を知 らぬわけではな く,rヘ ネシーの時薦書』fol.7・(図70)では
これまでに論 じた時落書にはない別の羊の抱 き方,刈 り方を描いている。『ダ・
コスタの特薦書』(図68)とミュンヘ ンのcod・1at・23638foL7v(図39)を比
較してみよう。す ると前景二人 の農民 ともホー レンバ ウ.トの定型 を踏襲 し,ほ
とんど同 じ刈 り方 をしている。ただ し,'ベニングは左側の小屋から羊を出す と
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い うモティーフを省略 し,刈 る動作 に集 中した。また 『ダ ・コスタの時薦書』
の右側に坐 る農夫の帽子は,図63の アン トウェルペンの聖務 日課書 と同型であ
り,か つベニングは農夫の服装 をホル トゥルス ・アニマエの画家の ミュンヘン
のcod.lat.28346fo1.10r(図67)から借 りてい る。 後者では刈る農民はひ
とりに制限 しながら,逆 に小屋か ら羊 を外へ出す情景を加えてい る。なお 「ペ
リー公のい とも豪華なる特薦書』やそれ と図像的にはきわめて依存関係の濃い
(30)
『グ リマ一二の聖務 日課書』では,こ の 「羊の毛刈 り」は 「六月」ではな く 「七
月」の農事 として,し か も麦刈 りと同一画面に描 かれているが,こ れな どはむ
しろ珍 しい例であろ う。'
しかしいつれにせ よ,こ れ らの写本での羊の毛刈 りは様式化 された定型の反
復 が多か った。それに比べ ブ リュ ・ーゲ ルの この情景 は かな り リア リティに富ん
でい る。二人の農婦が膝の上 で羊の毛 を刈 ってい る一方,.ひとりの農民 が行こ
うとする羊の脚 を引 き寄せて毛刈 りの準備 をしてい る。 こうした動 きはやはり
ブ リューゲルらしいエピソー ドである。・
2.・「六月」版画一 羊 の毛刈 り
特薦書 と同じ く,版 画での六月の主要な図像は 「羊の毛刈 り」であ った。ル
・ル ・ージ ュのr牧 人暦 』(図71)で は家畜小屋の前で羊の毛刈 りが行 なわれ,
その毛は農民の足元の籠に入れ られている。版画家は内庭 にい くつかの花 を装
飾的に画いている。 ヴァー ジル ・ソ リス(図72)で も同じく農民夫婦 によって
この営みが行なわれているが,「 牧人暦」に比べ ると,長 い毛に覆われた羊の
様子がよ く表現 され,ま た農民の膝の上の羊の位置に も変化 が出された。なお
下の余白には ラテン語で 「蟹座はすでに(太 陽の照る)一 番長い時間の光 を供
給 して くれる」 とい う風 に,夏 至について語 ってい る。 モノグラム邑の 画家
(図73)では,羊 と人間の脚,地 面の うね りが錯綜 していて分か りに くい画面
である。た だ一頭の羊 を押えなが ら後ろを振 り返 る若い農婦の横顔 の 美 しさ
は,こ の木版画に一抹のやさしさを与 えてい る。 つぎに 無名版画家の 木版画
(図74)では,と くに 農婦 とその膝の上の 羊の位置は,ソ リスを 踏襲 してい
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る。他方,左 端 で仔羊 を押 えなが ら仲 間をみてい る農夫 は,嵩 の モノグラムの
画家では右端 の若い農婦の モティーフで もある。ゆえに図74の版画家は ソ リス
や嵩の モノグラムの画家 か ら構図の ヒン トを得てい るのであろ う。
エティエ ンヌ ・ドゥローヌ(図75)は 中央 に羊の毛刈 りと羊 をつ か ま え た
り,そ れ を肩 にのせて運ぶ行為,さ らに遠 くの羊番など,画 面の全部の人物 を
異な った動作で 画いている。 こうした モ ティーフの 捉 え方はル ・ルージュの
『牧人暦』に影響 された ようだ。 ただ ドゥロー ヌにみ られ る後姿で表 わ した羊
の群れの遠近表現,ま た柔軟 な物腰の農民たちなど,上 述の どの例 よりも絵画
的にす ぐれてい るといえ よう。
同じく ドゥローヌの方形の画面(図76)で は,羊 の毛刈 りのほかに,'牛の乳
しぼ り,井 戸 からの水汲み,梯 子に登 るにわと り,川 での水浴 など,夏 の農村
の情景が より描写的に表現 された。 またブ リューゲルの 「四月」の鳩 の家がす
でにこの画面に画かれていた。背景には古代 ロニマの遺跡 を思わせ るオベ レス
クや中世の城塞,近 東の ドームの建物 など,農 村 とは異質の都市景観 が望 まれ
る。下の余白の ラテン語の銘文 には 「六月は しぼ られた乳 か らバター と新 しい
チーズを作 る。 羊はその毛 を与え,蜜 蜂の巣房が沢山ふえる」 と記 されてい
る。 「モ ン トルゴ・一イ通 りの工房」(図77)では羊の毛洗い,毛 刈 りのほかに,
ドゥローヌの画面を思わせ る牛の乳 しぼ りと井戸の水汲みが ある。 枠縁 の モ
ティーフ,憩 う農民,壷,は さみ,バ タ作 リの桶,羊 などをも同 じなので,「モ
ントル ゴー イ通 りの工房」はおそら く ドゥローヌの画面に触発 され たのであろ
つ。ただ下の余 白の ラテン語の意味はこの画家のこれまでの テキス トと同様 き
わめて説教的である。
「羊はあ らゆ る意味で有益 な動物である。 、
ひとはその毛 を刈 るが,こ の動物は捻 った り文 句をいわない。
羊の毛皮 は自分のために羊毛 を身につけるのではな く
人間の衣服 に役立つためであるご
だから彼は イエス ・キ リス ト,.、
純粋に して汚れな き小羊の鏡であ り,姿 である。
-381一
イエス ・キ リス トは彼自身のために
われわれ入間の本性 をもったのではな く
世界のすべての罪を担 うためである。」
つ ぎにハンス ・ボルの円形の構図(図78)をみ よう。 「モン トルゴー イ通 り
の工房」の作品 とは図像がよ く似ていて,羊 の毛洗い,毛 刈 り,井 戸での水汲
みがみ られる。ただ右側のポルの建物は,円 塔のある 石造 りの 都会的 な建物
で,こ れ までの ように農家の内庭 とい うよりは,あ る領主の農園風景 とい う観
がす る。実際,一 台の幌馬車が屋敷から出てい く情景 もみ られ る。
3.「 七月」写本との比較 干草の収穫(図79,80)
干草の刈 り取 りは必ず しも七月 とは限 らず,例 えば 『グ リマ一二の聖務 日課
書』の ように 『ペ リー公のい とも豪華 なる時薦書』の図像的伝統 を継承 して,
六月の フォリオに描写する写本 もある。その他 ウィ一一ンのcod.1858fo1.6・,
7「(図82,83)もその例である。 この写本では左頁に大鎌での干草刈 り,そ
して右頁では干草 を束に して,軒 下の杭にひっかけて引 き上 げ,階 上の納屋へ
運 び入れ る作業 まで も画 かれている。 しかし一般的には七月の農事 とする特薦
書の方が多い。そのほか ミュンヘ ンのcod.lat.23250やcod.lat,28346fol.
ユOv(図84)も同じく干 し草刈 りと運搬作業 を描写 している。
オランダ語で7月 の俗称はHooimaand(干草の月)で あることから,ブ リ
ューゲルは 「夏」での干草刈 りを 「七月」の農事 として描写 したと判断 してよ
いだ ろ う。
「夏」では左遠方に干草刈 り,干草の山,運 搬の仕事がみ られ る。太陽はち
ょうどこの作業の真上に輝 き,刈 り取 られ,地 面 に干 された草に とって十分な
陽光が降 り注がれてい る。ここでの農夫たちは大鎌 を左から右 へと動か してい
(31)
るが,ベ ルギーの民族学者 レオ ・テウヴィッセ ンの研究によると,ネ ー デルラ
ン トで左から右へ と草 を刈る大鎌の実例はこれまで存在 しない とい う。ゆえに
ブ リューゲルは銅版画のために左右逆の構図を考 えたのだろ う。
'っぎに油彩画 「干草の収穫」(図81)とい くつかのフラン ドルの時祷書 とを
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比較 してみ よう。す るとブ リューゲルが干草の車 をひ く馬二頭 を白と茶色に配
したことも,特 薦書に先例 を見出すこ とがで きる。例 えば ウィーンのボル トゥ
ルス ・アニマエの画家 のcod.2706foL10v(図85)や『ヘネシーの特薦書』
fol,8「(図93)などである。 ここで気がつ くことは ウィーンの 図85と 『ロー
Fシル トの特薦・書』fol.4v(図86)の中央 三人の農民が著 し く類似 してい る点
で,お そらく両者 とも同 じ画家 といえないだろ うか。前述の 「三月」の造園の
ように,こ こでもまたホル トゥルス ・アニマエの画家 とホー レンバウ トとの同
一人物説の可能性が高 まる。
なお油彩画 「干草の収穫」で前景左端で,ひ とりの農夫が坐 って金槌で大鎌
の曲った刃 を直 してい る(図87)。当時は左効 き用の鎌はないのに,こ の刃は
逆についてい る。ブ リュー ゲルは素描の場合,注 意深 く描写 したのに,こ こで
は,鎌 の刃 を反対に画いて しまった。 「刃 を直す」 とか 「大鎌 を研 ぐ」 とい う
「七月」の図像は決 して珍 し くな く,後 者はすでにパ リの ノー トルダム大聖堂
正面の12か月の薄肉浮彫の 「七月」(図88)に表現 されていた。砥石は 「夏」
の素描で,前 景に大 きく後姿で画かれた農夫の 腰にあるごと く,木 のサ ック
(または角を利用することもある)に 入れ られ,中 は少 し水が入 っていて,つ
(32)
ねに湿 らせ て あ った とい う。 パ リまた は トゥー ル で 制 作 され た1500～1508年頃
の時禧 書(図89,パ リ,国 立 図 書館ms.lat.9474fol.9・)にその 具 体 的 な
好 例 をみ る こ とが で き る。
干草 用 の 大 鎌 に 関 し,ハ ゾセ ンは時 薦 書 の 作 例 をみ て 三 種 類 あ る こ と を指 摘
(33)
した。つまり柄に把手が一個のみの簡単な大鎌(図90),一 個の把手 と柄の先
端に短い握 りのある大鎌(図91),こ れは先端 を体に固定で きるので より刈 り
やすいか もしれない。 それ と柄に二つの把手のある大鎌(図92)で ある。後者
は改良鎌として,写 本の中では一番例が多い ように思われる。ハ ンセンによる
と中世の終 りまで,大 鎌 は干草のみで,穀 物 を刈るのに使用され ることは決 し
てなかった,と 指摘 してい る。注 目すべ きは図92にみられるように,こ の第三
の大鎌の先端に取 りはず しので きる 「荒研 ぎ棒」(木 の棒に金剛砂 を付着)が
つけられていることで,同 画面には これでこぼれた刃 を研いでいる農夫の姿 も
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み られ る。 ブ リューゲルの 「夏」や 「穀物の収穫」での農民たちは第三の大鎌
(研ぎ棒はないが)で 麦を刈 ってい る(そ の理由は 「八月」に後述)。
4.「 七月」版画一 一干草 の収穫
干草の収穫は中世 の大聖堂の正面における12か月の図像の うち,多 く「六月」
の農事 として表現 されていた。 しか し版画では 「七月」 の図像の方が一般的で
ある。ル ・ルージュの 『牧人暦』の木版画か ら始め よう。蟹 と獅子の記号の も
つ画面(図94)で は,ハ ンセンの分類の第二の大鎌 をもつ農夫たちが草 を刈 っ
てい る。農婦 たちはフ ォー クや レーキで刈 り取 られた草 を集 めて干草の山 を作
る。 ヴァージル ・ソ リスの木 版画(図95)で は,農 民は第一の大鎌 を使用 して
い る。 すでに干草の 山がい くつか出来,そ の側でひと りの農民が 休息 してい
る。 これな ども時積書にはなか づたモテ ィーフで ある。下の余 白には ラテン語
で 「黄金 の豊饒の女神ケ レースは乾いた夏によって土 を焼 きつ くす」 とある。
嵩のモ ノグラムの版画家の木版画(図96)で は,背 景 は干草刈 りなのに,前 景
はひ とりの農婦が弓形の鎌で麦穂 を刈 ってい る。そ して農夫 は大鎌で麦の根元
を刈 ってい るが(本 注 碗 参 照),こ の ように干草 と麦刈 りが同 じ月の画面に表
現 されてい るのは例外的である。 ド:ウロー ヌの銅版 画(図97)で は,農 民は同
じく第二の大鎌 をもち,後 姿の農民はち ょうど砥石で鎌 の刃を研い でい る。 ま
た中景では 「水浴1と い う新 しい図像 が考案 され た。背景では第3の 農民が馬
に鞭 をあてなが ら,山 積 された干草の車 を引かせ てい る;ド ゥローヌは さらに
構図 と発展 させた(図98)。その結果,干 草 を刈る者,喉 の乾 きをうるおす者,
レーキで刈られ た草 を集め る者 など,労 働 を左画面に集 中させ,右 側 に水浴び
を楽 しむ市民たちの楽 しげな姿 を対称化 ぎせてい る。 と くに喉 をうるおす農民
の姿はブ リューゲルの 「夏」 での同 じモテ ィー フを想起す ると,そ の依存関係
は一層興味深い もの となろ う。川の流 れを対角線上に走 らせて,そ の土手の上
に しゅろ柳(ウ イロウ)を 配置 させてい るが,こ の樹木は実際水のある場所に
成育す るのである。枠縁にはすでに画面の 中にある種 々のモテ ィーフ,例 えば
大鎌,砥 石の入 ったサ ック,干 草,水 筒,束 ねられた干草などが図案化 され・
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装飾的に使用された。 こうした情景 を説明す るのが,下 の余 白に記 され たラテ
ン語の2行 詩である。 「7月,干 草 を作る人 び とは尽 きない喉の乾 きをもつ。
その時,無 為な人び とは冷 えた手足 を暖め るのに泳 ぎを学ぶ。」
ド・ヴォスの円形の銅版画(図99)は,「6月 」の営み として,干 草 刈 りが
雪画かれている
・そ して これまでの表現 と異 るこ とは,若 い農民の カップルの抱
擁の=場面が前景に強調 されている点である。ただ女 性は恋人の接吻をうけなが
ら・右手で しっか りレーキを掴 ってい るのはユーモラスである。 そのほか農家
の前では,主 婦がバター作 りに専念 している。中景以降は干草刈 りに励 む幾人
かの農民たちの 姿がみ られ る。 円周の ラテン語の 銘文は こう 記 されてい る。
「みよ・私は立派な羊 と牧草 を刈る。 日影が緑 の レタスの成長 を促進 し,一 寸
した昼寝 をさせて くれ る。」
「モン トルゴー イ通 りの工房」 の銅版画(図100)で は,ソ リス以上に,労
働と休 自、が半々に画かれていて,興 味深い。 ブ リューゲルの画面により接近 し
てきたようだ。 また枠縁飾 りは ドゥ日日ヌの意匠 を踏襲 してい る。 それだけで
なく,中央 の大鎌 を振 る農夫のポーズも全 く類似 していて,ド ゥローヌの影響
の濃い作品である。下の フランス語の詩は以下の内容である。
「草々とした牧場 はあの ような絶妙な美 しさを示すための
時と季節 をもってい る。
干 し草作 りの季節がや って くると
刈 り人 はその弓な りの鎌 を研 ぐ。
斜めか ら草に刃が当て られ るや否
す ぐにその美 しさは消 え失せ るの を見 る。
若者や老人 よ,
これは汝にその もろ さを熟省 させることを
教えて くれる鏡なのだ。」
「モン トルゴー イ通 りの工房」の版画は,五 月,六 月,七 月 とも一見,他 の
版画と変 らない風俗的主題 を表わ してい るが,こ の ように教訓 と意 図のこめ ら
れていた。
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最後にハンス ・ボルの下絵 に基づ くア ドリアーン ・コー ラル ト刻 の 銅 版 画
(図101)に注 目しよう。 ブ リューゲルの 「七月」fを思わせ る太陽の強い光線が
画面い っぱいに降 り注 いでい る。中景以降では,農 民たちが七月の図像で ある
干草の収穫に忙殺されてい る。 ところで前景ではル力伝12章16節 に もとつ く
「食欲な金持」の寓話が表現 されてい る。右側 では キ リス トが人 びとに説教 し,
その内容 として,左 側に畑の収穫物 を入れ るために倉 を建 て直す作業 が画 かれ
:ている。下の ラテン語の四行詩には 「モ ン トルゴーイ通 りの工房」 と同 じく,
教訓詩が書 かれてい る。
「富は人間を大 きな罪へ と導 く 、
人間は豊作のために新 しい倉 を建 て る。
自分のすべての救いが
地上 の富の中にあると勝手に思い込んで
愚に も収穫 を自分の もの として
その倉にか くす。」
5.「 八月」写本 との比較一 穀物の収穫 、
八月はオ ランダ語でOogtmaand(収穫の月)と もKoornemaand(穀物の月)
ともいわれる。 ブ リュー ゲルの 「夏」の八月には炎天下での穀物の刈取 りとい
う激 しい労働が画かれてい る。麦を刈 る者,そ れ を束ねる者,肩 に背負 って運
ぶ者。彼 らの多 くは暑 さよけの帽子 を被 ってい るが,ひ とりの若者は木の葉で
作 った日除 けの冠 を被 ってい るのが印象的だ6彼 はまるで夏の精の よ う で あ
る。教会の背後の丘陵では,束 ね られた麦が荷車 に積 まれ,さ らに遠 くの農園
へと運ばれてい く。
前景に後向 きにな って麦 を刈 っている農夫の足元に,真 紅 の ひなげ し(図
102)が咲いてい る。 素描や版画はモ ノクロなので 色彩の区別はで きないが,
『ロ「 トシル トの時蒔書』やマイヤー ・ヴァン ・デン ・ベル フの聖務 日課書な
どでみる と,ブ ルーの矢車菊(オ ランダ語でKorenbloemとい うが,直 訳すれ
ば,麦 畑に咲 く花 となる)や 真紅のひなげ しが咲 き,色 を添えている。ただし
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?これ らの雑草は麦畑ではな く,畦 畔に咲 き乱れてい る。 この ようにブ リューゲ
ルは驚 くほどフラン ドルの特薦書 を細部にいたまで踏襲 してい るとい うか,あ
るいは写本 と同様実際の畑を観察 してい る。 と くに人物に関 して,前 景に後姿
の農夫 を大 きく配置 したとい う点 まで も,時 緯書 を範 としたかの ようである。
なおここで喚起 したいのは,油 彩画 「穀物の収穫」.(図103)と同 じく,穀 物
を刈るのに大鎌 が使用されてい る点である。 しかも柄が長いため,両 手でそれ
ぞれの把手をもち全身を動かして,力 い っぱい刈 るのである。 テウヴィッセン
の研究によると,大 鎌で麦を刈るのは リンブルフ州の ケンペン地方のみ とい う
(34)
ことである(図104)。もちろん前述の図96の大鎌は茎の刈取 りにのみ使用 され
た。 ともか くブリューゲルの生地の三つの候補地の うち,フ ローテ ・ブローヘ
ルGrooteBrogelとクライネ ・ブローヘル1(leineBrogelがケ ンペン地方に
近いとい うことから,テ ウヴィッセ ンの指摘は重要 である。実際,フ ラン ドル
のどの写本 をみて も,中 世において麦 を刈るのに使用 されたのは柄の短い小鎌
であ った。 これに も弓形刃の短い柄の小銃Siche1(図105>と,柄の先が さら
に直角に曲った肘 当て鎌Kniesense(図106)の二種類が使用されていた。後者
の場合,農 民は刈取る一束分の麦を左手に 持 った刈倒 しハーケンMahdhaken
で押え,そ の分 を肘当て鎌で刈るのである。その場合,麦 の根元か ら刈取 る。
すると麦は刈取 られた順番に地面に倒 され,そ れ を農婦が束ねて,後 で脱穀す
るのである。興味深いのは,今 日の刈取機 もこの二本 を使用す る原理 を機械化
したもので,刈 倒 しハー ケンに価する 「刈倒 し桿」があるとい う。
ところで 「夏」の中景で樹に梯子 をかけ,果実 を落 しているが,楼桃であろ う。
ミュンヘンのcod.1at・23638fol.10「でも 「八月」の カ レンダー頁(図107)
にこれ と同じ情景がある。 ここでは農夫が梯子でセイヨウナシの樹に登 り,側
の枝につるした籠にナ シを山積に している。樹の下の方で も彼の家族が地面に
落ちたナシを拾 った り,エ プロンに入れた りして,収 穫の取入れに忙 しい。
油彩画 「穀物の収穫」では麦 を刈る人,そ れ らをまとめて束ねる人,す なわ
ち労働に励む農民 もいれば,す でに画面前景の樹蔭で昼食についた り,午 睡 を
とる農民など 「休息 グループ」 もいた。 彼 らの昼食 をみ ると,ご く簡単 で パ
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ン.チ ーズ,果 物それにパ ップ(ミ ル クと粉 を煮た一種の お粥)の みで ある。
だが素描 「夏」では大壷 をかかえて飲物 を口にす る農夫がひと り伝統的な休息
グルー プを代表 してい る。 「穀物の収穫」や 「夏」の ように,労 働 と食事 に よ
る休息 を同一画面に画 く図像は,特 薦書にい くつかの先例が あった。 例 え ば
『ヘネシーの時鰭書』fol・8v(図108)では,前 景 と後景 で農夫 が前述の 肘当
て鎌 を使用 して麦刈 りに没頭 し,対 岸ではすでに刈 られ た麦が二頭の馬で農園
へ と運ばれてい く。だが前景では若い娘が小川 を渡 り,両 親の ところに食事 を
届けているが,空 腹 を待てない彼女の父 親が皿 を差 し出 している情 景がある。
また休息 まで行 かな くと も,ウ ィーンのcod.lat.2706fo1.12r(図109)で
は飲物 を運んだ り,.パンを切 った り,食 事の準備が進 め られてい る。 しか し大
半の農民たちは まだ麦刈 り,麦 束作 り,そ れの運搬 などか ら手 を離せない。
昼 食の主題 を最 も強調 した写本 に16世紀 中期に制作 されたパ リの クリユニー
美術館CI・8632の「八月」(図 工10)がある。 前景には農婦 に しては エ レガン
トな衣服 をきた婦人 が コップの飲物 を手に し,同 じく坐 ってい る農夫に水筒 を
要求 してい る。画面後半には麦 を刈 った り,愛 東 を作 る人び となど労働す る姿
が画かれているこ なお枠縁は フラン ドルの詩情書 とはちが って,以 下に述べ る
16世紀 中期の版画に近いグ ロテス ク模様で装飾 されてい る。 これ などは版画か
らの影響 とい う興味深い作例で ある。
これまでに も述べて きた16世紀前半 の フラン ドルの晴晴書で気がついたこと
は,一 枚の ミニアテユールの 中のポー ズが他の特薦書の 中で くり返 されている
ことで ある。 これ らは前述の ように,同 一 工房の場合。手 本画 としての ミニア
テユールか素描 を見て,他 の画家や弟子たちが 「定型」 と して使用 したのであ
ろ う。ホー レンバ ウ トの アン トウェルペンの聖務 日課書の 「八月」fqt.5・(図
U1)で,右 端で鎌 と刈倒 しハーケンをもった農夫,中 央 で麦 を束ねている農
婦は,ホ ル トゥルス ・アニマエの画家の ミュンヘ ンのcod.1at.28346fol.11・
(図112)でもくり返 されてい る。 アン トウェルペ ンの右 か ら第二の農夫は 『ロ
ー トシル トの時蕎書』fol・5「(図113)にみ られ る6色 彩的には アン トウェル
ペ ンが緑 のチ ョッキと同色の長靴に対 し,『ロー トシル トの時藤書』はブルーの
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上衣に褐色の長靴 とい う風に変化 しているが,ポ ーズは全 く同じである。右端
の後向きの農夫 も首の位置が変 っただけで,ア ン トウェルペンを模倣 したとい
ってよいだろ う。 また,シ モン ・ベニングの 『ダ ・コスタの時蒔書」(図114)
は明らかに 『ロー トシル トの暗礁書』の前景三入の人物 を反復 してい る。 しか
しベニングは全頁大 ミニアテユールとい う画面 を利用 し,中 景か ら背景にかけ
て,村 道 を駆 く麦の荷車,食 物 を運ぶ農婦,二 本の樹 遠方の村の教会や農
家,丘 陵など無限 の自然の広が りを展 開させ た。これ までに述べた農民の営み
だけでな く,ベ ニングのこうした 自然表現が ブ リューゲルの絵画に大 きな影響
を与えたこともここに明記 しなければならない。
ドイツ語で書かれた典礼暦(お そらくバ イエル ンの プリンセスの依頼 か)を
もつウィーンのcod.1at.2730fol.gv(図115)はアン トウェルペンの聖務 日
課書の中央二人の人物 を くり返 してい る。前者はシモン ・ベニ ングの工房作 と
いわれるので,改 めてホー レンバ ウ トとシモ ン ・ベニングの共同作業の実態が
注目され る。ホー レンバ ウ トはシモ ンの父 ア レクサ ン ドル(1519年没)の もと
で修業 したが,1510年から1520年制作の 『グ リマー二の聖務H誤 審」で も三人
は共同で携わ ってい るので,三 者の仕事上の依存関係はこうした時蒔書に具体
的に例証 される。 この ウィー ンのcod.1at.2730fo1.gvは,とくに余白にナ
デシコの蜜 を吸 う蝶や四本の二条大麦の穂 などが まるで植物図鑑q)ように鮮か
に画かれてい る・ この ような装飾は1466年～77年の 「マ リー ・ド・ブルゴ三二
ュの晴晴書』以来の余 白装飾の伝統 といえよう。
6・ 「八月」版画一 穀物の収穫
ル ・ルージ3のr牧 人暦」の 「八月」(図116)では弓形状の刃の小銃 をもっ
た四人の農夫が一列に並んで麦 を刈 ってい る。後方では二人の農婦が麦を束ね
ている。彼 らが休息に使用す るときの水筒,コ ップ,食 料 などはすでに前景に
置かれてい るが,他 方,背 丈ほどに成長 した麦穂の間か ら農婦が食事 を運んで
くる。15世紀末に出版 されたこのr牧 人暦』は,既 述の特薦書以前 の もの だ
が・こうしたモテ ィーフは この頃か ら次第に確立 されたのであろう。 ヴァージ
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ル ・ソ リスの木版画(図117)では,前 述の フランスの時禧書 と同 じく食事の
休 息の方が強調 されている。食事は終 ったのか,食 器は乱雑 に地面に散らば っ
てい る。遠方で農民が麦 を刈 ってい るが,長 衣 を着てい るので女性の ように思
えるが,一 般 には男性が麦刈 り,女性 が麦東作 りが普通のよ うだ。一なお右上に
は雲の中の乙女座が描 かれているが,彼 女は農婦 とは対象的に ヴィーナ スの花
である薔薇 を手にした宮廷風な少女である。苦のモノグラムの版画家の木版画
(図118)は人物の位置は左右逆だが,ソ リスの構図の影響 をうけてい る。雲
の中の 「乙女座」 とい う表現 も類似的である。この ように麦刈 りの労働 よりは
昼食 中の農民 を強調するとい う手法は,版 画において もひとつの流行 となった
ようだ。 この木版画 をさらに模倣 したと思われる無名版画家の木版画(図119)
がある。人物の配置 は ソリスに より近いが,三 人の 農民が向い 合 って 食事を
し,そ の中のひ とりが皿に手 をのば しているとい う動作は,苦 のモ ノグラムの
版画家の系統である。 ただ この木版画では 「六月」の場合 もそうだが,左 端に
画面の人物に語 りかける仲間 を配 している。 またこの画面には ソ リスでは草叢
だ った位置に一軒の農家 を画 き,ア クセ ン トをつけている。 なお中央の雲の中
の乙女座は稚拙であるが,上 半身 を裸身で画 き,古 代の女神に擬 してい る。
ドゥローヌの構 図(図120)は,前 三例 と違 って中央 で麦 を刈 る人 物に重点
が置かれてい る。彼の左側には麦 を束ね る農民がいるが,そ の腰につけられた
瓢箪は,中 世で よく使 われた水筒である。同形の ものが 『グ リマ一二の聖務日
課書」 「八月」fol.9「(図121)に見出され る。 ドゥロー ヌの方形の構図(図
122)の「八月」は労働に励む農民たちを強調 し,と くに美東 を頭や 肩に担い
で急 ぎ足で納屋へ向かう人 びとの姿には,こ れ までの版画になか った運動感が
寵 っている。納屋の中ではすでに脱穀の作業 も始 まってい るが,こ れ まで特薦
書 で も述べ なか ったが,写 本において も脱穀は八月の図像 としても少な くない
1のである。下のカル トゥーシュにはラテン語で 「八月 よ,農 民たちを幸福にせ
よ。農民たちが彼 らの繁栄 を実現 してい る間は,豊 作 と果実の収穫で彼 らに報
い よ」 とある。
一ピーテル ・ヴァン ・デル ・ポル7 .トの 「八月」(図123)は,これ までのどの
一390一
版画よりも多数の農民が麦刈 りに従事 してい る。 しか しよ くみ ると,前 景で農
民の一家族が食事 をとってい るが,ほ とん ど目立たない。中景は三月 と同 じく
戦場と化 した陣営が張 られ,す でに槍合戦や大砲の弾が発砲 されるなど物々 し
い情景である。なお背景左のなだ らかな丘陵,蛇 行す る川,川 の両岸に展開す
る町の景観などは ブ リューゲルの 「干草の収穫」の背景 をも想起 させる。下の
カル トゥー シュには ラテン語で 「収穫 を刈 りとれ,苦 しみ を糧 とし,健 康 を喜
び,才能 を切 る:ことなかれ」 と記 されてい る。 ヴ ァン ・デル ・ボルフ トに比べ
くヨの
ると・ ヒ リス ・モスタール トの画面(図124)は ひじょうに静寂で,広 々とし
た麦畑で働 く農民は一人 だけで,他 の農民たちは休憩に入 ってい る。 ハンス..
ボルの下絵に 基づ きア ドリアーン ・コーラル トが1585年に 彫版 した 「八月」
(図125)は,「七月」 と同様にその季節に関連す る聖書の主題 を前景に描写 し
ている。ここではマタイ伝12章のr麦 の穂 と安息 日」の挿話 を前景に描写 しな
がらも,画 面の三分の二は運搬 をふ くむ麦刈 りの作業 で占め られてい る。なお
下の余白のラテン語の四行詩はマタイ伝12章1～8節 の 「麦穂 と安息 日」の寓
話に依拠す る。 「秋には誰で も収穫 を集める。 それ を我々は神の御言葉の贈物
として感謝 しつつ受け とる。 しか しフ ァリザイ人の群衆は多 くの偽 りの教慶 さ一
から・収穫のために汗 を流 した弟子 たちを非難す る。」 この ように12か月 を表
わした12点の月暦版画 シ リーズで,聖 書の主題 を前面に打ち出 しながらも,画
家の主眼が農民の月 々の営み とそれにふ さわ しい季節的情趣の描写だったこと
も決して少 な くなか ったのである。
結 び
本 稿 を執 筆 す る に あ た って の 最 終 段 階 の1984年12月 下 旬
,筆 者 の 許 に 西 独
ミュ ン ヘ ンか ら一 冊 の 書 物 が 送 られ て き た
。予 め 注 文 し た 本 で は あ る が,筆 者
は あ る 情 報 か ら そ の 本 が ミ ュ ン ヘ ン の ・・イ エ ル ン 州 立 図 書 館,。d.1。t.23638
の フ ァ ク シ ミ リ と 予 想 し て い た




,C・11w・yVer1・gと題 さ れ た ご と く,15世 紀 末 か ら16世紀 前 半
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にかけて制作 された フラン ドルの時蒋警め月暦 フォリオに注 目した研究書であ
った(確 かに ミュンヘンのcod・1at,23638がカラー図版 で各 月2フ ォリオに
よる全月暦 ページが印刷 されていたが)。とくに著者ハ ンセ ン博士は1976年ま
で長年LiPpischesLandesmuseumDetmold'の館長 とい う経験か ら,北 ヨー
ロッパで使用 された中世の 日常生活用品,農 具の使用法やその機能 に詳 しく,
現在保存 されてい る実物 と比較 しなが ら,そ れ らが実際に写本に どう描写され
てい るかとい う民俗学的 アプローチから晴晴書の月暦 フォリオに注 目したので
ある。345点の図版は,貴 族,市 民,農 民の一年 を通 じての種 々の祝祭,行 事,
仕事によって まとめ られていた。それ らは月次別の分類 はされていないが,暖
炉 の前で体 を暖め る人び ととか新年の宴会 を楽 しむ貴人の冬の生活,雪 の降る
戸外での農民の薪作 り,早 春 にな っての農民の田畑での耕作,貴 族 たちの春の
庭園の散歩とい った一年の生活サ イクルを紹介 した ものである。実は筆者自身
も,こ の テーマをすでに10数年来研究 してお り,パ リの国立図書館,ロ ン}'ン
の大英図書館 ミュンヘンのバ イエルン州立図書館,ブ リュッセルの王立図・書
館,ウ ィーンの オース トリア国立図書館,ニ ュー ヨー クの モルガン図書館など
欧米各地の フラン ドル写本の所蔵機関 を実際に訪れた り、 また写本 のフィルム
や プ リン トを送 らせ た りして,各 月の様 式や図像 を調査 して来 た。今 回 もこれ
らの所蔵機関のご好意に よ?て 図版 を掲載 することがで きた。 したが って,'ハ
ンセ ン博士の本は一見筆者の研究(今 回の論稿 をもふ くむ)と 同 じアプローチ
をしてい るようである。実際,本 稿の図版は結果的には,ハ ンセン博士の研究
書で掲載 された もの と重複す る場合 も少 な くない。 しか し本稿 を読 ま れ た読
者が気づかれ るように,筆 者はあ くまで も美術史の立場 から,ブ リューゲルの
「春」と 「夏」の素描 とフラン ドルの時薦書 との図像表現の関係 を探求 したので
ある・ したが って,同 じ営みで も,例 えば羊の毛刈 りの ポーズが ホー レンバヴ
トの彩飾 したい くつかの聖務 日課書や時蒔書においてひとつの図像的定型 とな
り,そ れが同画家 自身および シモン ・ペニングやその工房の複数 の時請書にお
いて ど う反復 され,伝 統 と して樹かれてい った かとい った美術史的考察 をも行
な った。 その際,中 世の農具やその機能に関 しては,ハ ン竜 ン博士の研究 を大
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いに参照 させていただいた。なお,ハ ンセン博士は時薦書のみに留 まったが,
筆者は十数年来,月 暦版画の資料収集 を行なって来たので,本 稿では時薦書の
図像的伝統がどの ように版画の世界 に踏襲され,か つ敷桁 してい ったか,反 対
に一般大衆の購読層 を対象 とした版画 とい うメディアの 中で,図 像表現は どう
変化 してい ったかを特薦書 と比較 した。 さらに筆者は これまで油彩画すなわち
タブロ_や タピス トリー,絵 皿、ステン ドグラスに も研究の対象 を広げてい る。
それらの ジャンルは今回発表で きなか ったが,い つれ本稿の継続研究 として資
料の紹介 を試みたい と思 っている・最後 に,ハ ンセン博士の研究 も本稿におい
ても,月 々の営みが写本 に よって相違す る場合の諸理由 をまだ十分 に解明 して
いない。例えばホー レンバウ トの 『グ リマー二の聖務 日課書」では 「干草の収
穫」がすでに 「六月」(foL6v)に行なわれているが,同 画家の別の聖務 日課
書(ア ン トウェルペン,マ イヤー ・ヴァン ・デン ・ベルフ 美術館cod.946)
では 「七月」(fol.4v)に描写 されている。 また,ホ ル トゥルス ・アニマエの
画家の特薦書(ミ ュンヘ ン・cgd・lat・28345・fo1・10「)では 「葡萄の収穫」
(foL7v)「葡萄踏み」v(fo1・10「)が「九月」の仕事なのに,ベ ニ ングの 『ヘ
ネシーの時薦書』(fo1・10「)では,同 月には 「種蒔 き」が行なわれてい る。 こ
うした図像表現の相違は,依 頼者の居住地域の気候に適 させたからか,あ るい
は写本画家の選択に よる ものか,そ うした問題 も今後研究 されねばならないだ
ろう。
本稿ではブ リューゲルの 「春」が三月,四 月,五 月,「 夏」が六月,七 月,
八月を表わ しているために,時 蒔書や版画 との図像比較 も,そ れ以外の月には
論述しなかった。 しか しブリューゲルの油彩画 「季節画」 シ リーズで,「 暗い
日」は二月から三月の早春,「 半群 の帰 り」は九月か ら十月の秋,「 雪中の狩
人」は十一月から十二月にかけての冬の生活 を描写 しているので,こ れらの月






・ しか も小 ピー テルは各 季節 とも10数点の コピー を制作 してい る。ただ し 「春」
の うちでは時には五月は 「貴人の 宴会」の 代わ りに,農 民の 踊 りを画いた り,
背景も 「運河下り」の代わりに 教会と森にするなど多少の変更を.行なってい
る。お そ らく16世紀後半 か ら17世紀前 半にかけて,四 季版 画 とと もに,油 彩画
の 「四季」 シ リーズはひ じ ょうに流行 したので あろ う。
(2)筆 者はすでに 「季節画」 シ リーズに関 し,『 三彩』1976年2月号の 「ブ リュー
ゲルの 『刀暦画』 シ リーズ」 と題 した論稿で,12点説,6点 説 を紹介 した。ま ・
た拙 著 『ブ リュー ゲル」 中央公 論社:1984年の 図版解説82,83頁を.も参照 され
・たい 。
(3)E・V・nd・ ・V・ ・se・"D・`Ma・ ・d・pregk・'y・n,Pi・t・・B・ueg・ld・n
Ouden",OudHoliand,1951,JaargangLXVI,pp.103=116.
ヴ ォ ッセ ンの 主 張す る 「農 民の カ ップル に よ る愛 の 語 らい 」 は,お そ ら く本 柱
1に 紹 介 した小 ピー テル ・ブ リュー ゲル の 油 彩 画 化 した 「春 」 の 「五 月 」 か ら






(7)GetatdHorenbout(c.1460～1540/41).画家 一 族}三生 まれ,ア レ クサ ンデル
・ベ ニ ン グの 許で 学 び ・1487年ヘ ン トで 自由親 方 とな う。
,1514年ネ ー デ ル ラ ン
ト総 督 で あ った オー ス トリアの マル ガ レー タの 宮 廷 師 家 とな る 。後 に イギ リス
に 渡 り,ヘ ン リ八 世の 宮 廷 画 家 と して 活 躍 。 彼 の 娘 スザ ンナ も父 に 同 行 し,王
室 官僚 と結 婚 す る。彼 女 も画 才に 恵 まれ た こ とは デ ュー ラニの 『ネ ー デル ラ ン
ト旅 行 記 』(1521年)に 記 され てい る。 実 際 デ ュー ラ ーは1521年 スザ ン ナの
「救 世 主 」 の 絵 を購 入 してい る 。 ホ ー レンバ ウ トの 代 表 的 な彩 飾 写 本 は 『グ リ
・ ・マ一 二の 聖 務 日課 書 』(ヴ ェネ ツ ィア,サ ン ・マ ル コ図書 館),『 ス フ ォル ツ ァ
の 時 麟 』(・ ン ドン元大 姻 書 館)・ ア ン け エ ル ベ ンの 〔 イ ヤ ー ・ヴ ・ ン ・
デ ン ・ベ ル フの 『聖務 日課 書 』 な どで あ る 。
,.
(8)WilhelmHansen,KalenderminiatttrenderSti`ndenbif'cher,Milnchen,1984.
S.276.中 世 の シ ャ ベ ル は 刀 刃も 木 製 で,柄 と は 鉄 の 釘 で 留 め て あ っ た 。 ハ ン セ
ンに担 と・北西 臼 ツでは20世紀初癬 で泥団㈱ 醐 昧 製シヤベ:JUが醐
されていた とい う。
(9)HortulusAnimaeの 画 家 。1480年 か ら'1520年頃 ヘ ン}で 活 躍6F;イ ツ語
でHortulusmeisterと よ ば れ る 写 本 画 家 に つ い て;こ れ ま でMUnchenの
BayerischeStaatsbibiiothek,cod.lat.28346,Wien,'i`Osterreichische
Staatsbibliothek,cod,1907,2706・が 同 画 家 の 代 表 写 本 で 知 られ て い る 。 だ が
..'本 稿 で も論 じ た よ'うに 月 暦 フ ォ リ オ に 関 し て も,モ テ イ三 フ,構 図,様 式 な ど
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ホ ー レ ンパ ウ トと きわ め て 類 似 して い る こ とか ら,両 写 本 画 家 の 同 一 人 物 読 が
しば しば 論 じ られ て きて い る。 それ に 対 してFriedrichWinklerはそ の 著
DieＬPldmischeBκchmaterei,Leipzigl927(Amsterdam,1978)におい て こ
れ まで ホー レ ンバ ウ トの 作 品 とされ た ア ン トウ ェル ペ ンの マ イ ヤー ・ヴ ァ ン ・
デ ン ・ベル フのr聖 務 日課 書 』 を ホル トゥル ス ・ア ニ マ エの 画 家の 写 本 に分 類
して い る。 な お 「ホ ル トゥル ス ・ア ニ マ エ の 画 家」 に つい て,『 刀 刊 百 科 』(平
凡 社),1985年4月 号,No.270の 筆 者 の 表 紙 解 説 を参 照 され た い 。
(10)SimonBening(1483/84頃^・1651)ヘン トに生 まれ,1508年ブ リュ ッへ で 自 由
親 方 に 登 録 。父 ア レ クサ ンデル(15正7没)か ら細 密 画 の 指 導 を うけ る 。1537年
皇 帝 カル ル 玉 江の た め に 金羊 毛 騎 士 団 の 紋 章 の 書,ま た ポル トガ ル 王 子 ドン ・
フ ェル ナ ン ドの た め,ポ ル トガ ル 王 家 の 系統 樹 を制 作 。 彼 は 父 ア レク サ ンデル
や ホ ー レ ンバ ウ トと と もに ブ リュ ッへ で 大 規 模 な 写 本 工 房 を営 み,ヨ ー ロ ッ パ
の 高 位 聖 職 者 や 王 侯 貴 族 の た め に 豪 華 な 彩 飾 写木 を制 作 した 。 娘 リヴ ィネ も細
密 画 の 才 能 に 恵 まれ,イ ギ リス に 招 牌 され,ヘ ン リー 八 世 の 宮 廷 で 活 躍 す る。
(11)「 デ ンマ ー ク人 ハ ヴ ロ ッ ク」(『中 世英 国 ロ マ ンス 集』)中 世英 国 ロ マ ンス 研 究
会 訳 昭 和58年 篠 崎 書 林99頁 。 な お 『ヘ ネ シ ーの 特 薦 書 』 の 「三 月 」 に つ
い て は,『 月 刊 百 科』(平 凡 社),1985年3月 号 のNo.269筆 者 の 表 紙 解 説 を参
照 され た い 。
(12)複 数 の 時 辞 書 が 類 似 した ポ ー ズ,モ テ ィー フ,構 図 を示 す 場 合,親 方 が 描 い た
写 本 画 の 手 本 な い し素描 が 本 人 お よび その 弟 子 た ちに よ って 反 復 され る こ とは
容 易 に 推 定 され る。 手 本 とな った 素描 と写 本 との 具 体 的 な 関 係 に つ い て
PaulWescher,"SandersandSimonBeningandGerardHorenbout",
ArtQuarterly,1946,vo1.9,PP.191-211.
(13)こ れ まで の美 術 史 で は,]5世 紀 末 か ら16ilt紀前 半 に か け ての フ ラ ン ドル の 写 本
活 動 をヘ ン ト ブ リュ ッへ 派 と呼称 して きた。それ に 対 してG.ド ガー は ヘ ン
ト ー ブ リュ ッへ に 限 定 しな い も っ と広 範 囲な 領 域 で の 写 本 制 作 活 動 を提 唱 し
て い る。G.Dogaer,"L'6coleganto-brugeoise",unefausseapPellation,
Misce〃aneacodicologiaF.Masaidicata,II,Gent,1979,pp.511-518,
(14)HansSebaldBeham(1500～1550)ニュ ーー一/v'ンベ ル クで 活 躍 した 通称 「小 画
面 の 画 家 」Kleinmeisterのひ と り。 兄 バ ル テル ・べ ー ハ ム と と もに 木 版,銅
版 画 に か け て の 第 一 人 者 。宗 教 的 テー マの ほ か に農 民 の1:1:事,踊り,縁 日で の
祭 りな ど 世俗 的 テ ー マ を多 く手 が け た 。 しか し宗 教 改 革 時,異 端 者 の 烙 印 を押
され,フ ラ ンク フル トに逃 亡 し,同 地 で 没 す 。
(15)EtienneDelaune(1518-1595)パリない しオル レア ンで ∠kまれ る 。最 初 メ ダ
ル の 彫 板 で修 業 し,1561年に版 画 を始 め た 。 後 に パ リで 仕 事 を した イ タ リア人
の 彫 刻 家 ペ ンヴ ェ ヌー ト ・チ ェル リ一 二 に 見 出 され た とい わ れ る 。 ドゥロー ヌ
は イ タ リア ・ル ネ サ ンスの 画 家 た ちの 作 品 を多 く版 画 化 し,そ の 様 式 を学 ぶ 。











は 一 般 に小 さ く,そ の 作 品 数 もひ じ ょ うに 多 い 。16itt紀の 金 工 細 工 師 の た め の
も っ と も著 名 な 下 絵 画i家の ひ と り。
ウ ィー ンの 美 術 史 美 術 館 に ドゥ ロー ヌの 月 暦 版 画 に 基 づ い て デ ザ イ ン され た12
枚 セ ッ5の1肚 が あ る 。 リモ ー ジ ュ製 で161Lヒ紀 中期 以 降 の もの で あ ろ う。
以下 木 稿 で 訳 出 した 版 画 の ラ テ ン語,フ ラ ンス語 の 諸 行 に つい て,ル ー ヴ ァン
大 学 名 誉 博 士 グ ロ一 夕ー ス 神 父 の ご指 導 を得 た 。
Hansen,op,cit.,S.235,'cVordemeinenStallsitztauf{lerErdeein
Mann,dereinSchafaufdemSchoBh員lt,......".
後 述 の ドゥ ロー ヌの 「六 月 」 の 銅 版 画に 「… … 羊 は その 毛 を与 え,蜜 蜂 の 巣 房
が 沢 山 ふ え る 」 と記 され てい た こ とか ら,蜜 蜂 の 巣の モ テ ィー フは 「四 月 」 で
は な く,「 六 月 」 の 情 景 の 方 が ふ さわ しい の で は な か ろ うか 。
VirgilSolis(1514～1562)ニュー ル ンベ ル クで 活 躍 した 木 版,銅 版 画 家 。 初期
の 銅 版 画 は ハ ンス ・ゼ ー バ ル ト ・べ 一二ハ ムの 影 響 を うけ る 。 ま た 木 版 画 は ヨス
}・ アマ ン と類 似性 を もつ 。 ベ ー ハ ム と同 様 「小 画 面 の 画 家 」 と呼 称 され る 。
彼 は イ タ リアの 画 家 の 構 図 に 基 づ い た 版 画 を作 り,そ の 様 式の 影 響 を うけ,よ
り浩 々 と し,解 放 さ れ た両 面 構成 を形 成 す る 。 作 品 数 は ひ じ ょ うに 多 く,800
点 位 と もい わ れ る 。
HansBQI(1534～193)メッヘ レ ンに 生 ま れ る 。 ハ イデル ベ ル クで 選 帝 侯 パ ラ
テ ィ ン伯 に 二 年 間 仕 え た 後,1500年,メ ッヘ レ ンで 自由 親 方 に 登 録 。72年に ア
ンbウ ェル ペ ンに 移 り,84年 まで 滞 在 。 同 市 で も細 密 画 家 お よ び 銅 版 画 家 と し
て 活 躍 し,多 数 の 作 品 を残 す 。 と くに 羊 皮 紙 や 板 に 画 い た 水 彩 の 細 密 画 で,季
節 に よ る 自然 の 変 化 を描 写 した 川 園の パ ノ ラ マ風 景 に 傑 作 が 多 い 。小 画 面 の 油
彩 画(カ ビネ ッ ト画)を 制 作 した が,自 ら それ らの 作 品 を版 画 化 した こ と もあ
る 。 ほ か に タ ピ ス ト リー の 下 絵 を行 うな ど,す ぐれ た 素描 家 で も あ った 。
MaartendeVos(1532-1603)アン トウ ェル ペ ンの アカ デ ミー 会 員 だ った父 に
絵 を学 ん だ 後,23歳 まで フ ラ ンス ・フ ロー リス に 師 事 。 数 年 間 ロー マ に 滞在 し
た 後,ヴ ェ ネ ツ ィアで テ ィ ン ト レッ トの 知 寓 を得 て,彼 の 許 で 修 業 す るか たわ
ら,そ の 作 品 の 背 景 の 自然 描 写 を担 当す る 。 同 地 で ヴ ェ ネ ツ ィア絵 画 の 色彩 を
学 び,メ デ ィチ 家 の 著 名 な 人 物 の 肖像 画 や 歴 史 画 を画 くな どか な りの 名声 を得
る 。 本 稿 図32で もヴ ェ ネ ツ ィア風 庭 園 や テ ィ ン トレ ッ トに 影 響 を うけ た婦 人像
が み られ る 。 イ タ リアへ 旅 した ブ リュー ゲ ル に 同行 し,ボ ロ ニ アに 行 った こ と
も知 られ る 。1558/9年ア ン トウ ェル ペ ンで 自 由 親 方 とな る。 同 地 でA.コ ーー ラ
ル ト,Ph.ハ レ,A.サ ー ドラー の た め にi数多 くの 銅 版 画 の 下 絵 を画 く。'1566年
の 聖像 破 壊 運 動 以 降,失 わ れ た 祭 壇 画の 補 充 に大 規 模 な制 作 活 動 を 行 な った ・
Hansen,op.cit.,S.24i.
Reinsberg・D臼ringsfeld,CalendrierBelge,Bruxelles1860,t,1,P.27・1-294・
該 当 ペ ー ジは5月lHに お け る ベ ル ギ 一ー各 地 で のmeiboomの 祝 祭 に つい て詳
しい 。
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(25)本稿 で 使用 した図版 はLegrantkalendrierecOPostdes、Bergiersauecqteur
Astrotogie,EtPlusieμrsanttreschoses.JmPrimenOUtte〃e〃letaTroツesPar
NicolasleRouge.HenriDieva1,1925年の リプ リン5版 で あ る。 しか しル ・
ル ー ジュの 何 年 の版 か は 不 明。
(26)AtelierdelaRueMontorgueil,今1;1でも 「モ ン トル ゴー イ通 り」 は パ リの
LesHallesの北 に あ る。
(27)PietervanderBorcht(c.1540～1608)ブリュ ッセル に生 まれ る。南 ネ ー デ
ル ラ ン トの 画 家 。 ア ン トウ ェル ペ ンの 書 籍 出版 屋 プ ラ ンテ イ ンの た め に版 画 の
た めの下 絵 素描 を制 作 す る。1570年スペ イ ンの 侵 略に 際 し亡命 。1580年ア ン ト
ウ ェル ペ ンで 自由親 方 に 登 録,同 市 の市 民 とな る。 彼 は風 俗 画の主 題 を 多 く手
が け,と くに ブ リ ュー ゲ ルの 銅 版 画 「肥 った 台所 」 「痩 せ た台 所 」 な どを猿 の
生 活 シ リー ズ に 改変 した風 刺版 画 を制 作 。
(28)Lebeer,oρ.cit.,P.172.
(29)Hansen,o♪.cit.,S.250.
(30)ラ ンブー ル兄 弟 に よ って1416年以 前 に彩 飾 され た 『ペ リー 公の い と も豪 華 な る
時 落 書 』 は,ペ リー公 の 没 後,娘 婿の サ ヴ ォア公 ア メデ七 世の 子孫 シャル ル一
世 の も とで,ジ ャ ン ・コ ロ ン ブに よ って1485年～1490年の 間 に 完 成 され た 。
シ ャル ル一 世 に は子 孫 が な く,従 弟 フ ィ リベ ー ル が この 時 禧 書 を相 続 した が,
彼 の 没後 未 亡 人 の オー ス トリアの マル ガ レー タの 所 蔵 とな る。彼 女 は1507年か
ら1530年の 没 年 まで ネ ーー デー ル ラ ン トの 総 督 を務 め たの で,時 緯 書 は その 間 メ ッ
ヘ レンの 宮 廷 に秘 蔵 され た と推 定 され る。 他 方15M年 マ ル ガ レー タ総 督 の 宮廷
画 家 に任 命 され たヘ ラル ト・ホ ■一ー－tレンパ ウ ト(本 注7参 照)は,『 グ リマー 二
の 聖務H課 書 』(1510～1520年)を彩 飾 す るに あ た り,こ の ペ リー公 の 時蒔 書
を間 近に学 び,各 月 と も2フ ォ リオに わ た って描 かれ た月暦 ペ ー ジで は,と く




(32)砥石 に 関 してはHansen,Op.cit.,S,278.WetzsteinundWelzsteinbehalter
の 項 に 詳 しい 。 ブ リュー ゲ ルの 「夏 」の 農 夫の 腰 ひ もに もこの 砥 石入 れ が ぶ ら
さが ってい たが,大 鎌 を使 うと き,農 夫 は水 の 入 った 砥石 入 れ を携 帯 し て い
た 。
(33)Hansen,op,cit.,S.275.
(34)Theuwissen,ψ.cit.,S.1SO・-S.184.テゥヴ ィッセ ンの 研 究に よ る と,普 通,
麦 は小 銃(Sichel)で穂 の す ぐ下 か ら刈 取 られ,そ れ か ら大 鎌(Sense)で茎
を切 取 るの で あ る(図96参 照)。 他 方,草 とか 塩 基の ラ イ麦 の よ うな背 の低 い
植 物 は大 鎌 で 刈 取 られ た。 した が って小 麦 も大 鎌で 刈 取 られ るの は不 可 能 とい
うわ けで は な か った 。 ネ ー デル ラ ン ト全 域 を調 査 した結 果,粘 土 状 の 畑 での 麦
一397-一
の刈取 りは大鎌 は使用 され ないが,砂 状の畑の小麦の場合には使用 された とい
う・ しか しそれは砂状地帯で ある リンブル フ州の ケ ンペ ン地方のみで ある。と
ころで14'15世紀 では小 麦の作付は あま り一・般 的ではな く,む しろ ライ麦の方
が多か った。その場合 フラ ン ドルの発明で あ リ,オ ランダ語でzichte,独語で
Kniesenseない しSichte(本稿では月寸当て鎌 と訳出)が 使用 された(こ の道
具はすでに1325年には存在 してい た)。16世紀後半か ら16世紀の フ ラン ドルの
特薦書にみ られ るごと く,麦 の刈取 りには,大 鎌の使用 を圧 して肘 当て鎌がポ
ピ ュラーにな って くる。 もちろん ブ リューゲルの時代で もひんぱんにIH当て鎌
が使用 されたが,彼 は 「夏」や 「穀物の収穫」で は大鎌 に よる麦刈 りを画いて
い るのである。 この こ とは彼の出生 地 と推定 され るケ ンペ ン地方 ときわめて関
係が深い もの と解釈 され るのであろ う。な お農具や農作業に関 しては明治大学
農学 部秋浜 友也教授の こ教示 を得た。
(35)GillisMostaert(c・1535-1598)アン トウェルペ ン近 くの フル ス トに双生児 フ
ランスとともに生 まれ る。1550年ヤ ン ・マ ンデ ィンの弟 子 とな り,54年ア ント
ゥェルペ ンで 自由親 方 とな る。'彼は雪景色 を得意 とし 「ヒ リス ・モス タール ト
の美 しい 冬」 とい う定 評を うけた。また月光風景 や炎上する都市にす ぐれてい
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図4ホ ー レ ン バ ウ ト 「三 月 」(『 聖 務 日課 書 』)Antwerpen,
MuseumMayervandenBergh,cod,946,fol.2v,
401
図5「 四 刀 」(『時 蒋 書 』)Wien,◎sterreichische
Natlonalbibliothek,cod.1883,foL4r.







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Bruxelles,(『ヘ ネ シーの時禧 書』)「三 月」
◎






図12ベ ニ ン グ 「三 刀 」(『 ゴ ル フσ)書』)London,
TheBritishLibrary,add.ms,24098,fol.4Ψ、
408一
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図18ブ リュ・一ゲ.ル1四 刀 」(図1の 部分)
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図21ホ ー レ ン バ ウ ト 「四 月 」(『 ロ ー トシ ル トの 暗 譜 書 』)Wien,
OsterreichischeNationalbibliothek,cod.ser,n.2844,fol.3r.
図22ホ ル ト ゥル ス ・ア ニ マ エ の 画 家 「四 月 」(r時 蕎 書 』)Mtinchen,
BayerischeStaatsbibliothek,cod.lat.28346,fo1,8・.
_413一
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図23ホ ル ト ゥル ス'ア ニ マ エ の 画 家 「四 月 」(『 特 薦 書 」)
Wien,OsterreichischeNationalblbliothek,cod.2706,fol.6「.
一414一




図24ブ リュー ゲル 「鳩 小屋 」(図1θ)部 分)
図25ホ ー レ ン バ ウ ト 「鳩 小 屋 」(1グ リマ ー 二
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聴 ≡ ⊇!雪 望
ソリス 「四月」1530年頃 木版画
一一416-一
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図39ホ ル トゥ ル ス ・ア ニ マ エ の 画 家 「五 月 」(「時 辞 書].)MUnchen,
BayerischeStaatsbibliothek,cod.iat.28346,fo1.8v.
























































































































































































































































図44ブ リュー ゲル 「難 波 船 」(「暗 い1」」 の 部 分)1565年 油 彩
Wien,KunsthistorischesMuseum.





























































































図46「 五 月 」(ニ コ ラ ・ル ・ル ー ジ ュ 『牧 人暦 』)
16世紀 前 半 木 版 画
図47SO版 画家 「五 月」1555年1・版 画
一428一
図48ソ リス 「五月」1530年頃 木版 画
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図56ブ リューゲル 「果実 と野菜の収 穫」(図81の 部分)


























































































































































































































































































































































































図63ホ ー レ ン バ ウ ト 「六 月 」(1時 誌 書 』)Antwerpen,
MayervandenBergh,cod.946,fol.4r.
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ボ ル トゥル ス ・ア ニ マ エ の 画 家 「六 月 」(『 時 禧 書 』)
Wien,OsterreichischeNationalbibliothek,cod.2706,fol.9「
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図67ホ ル ト ゥル ス ・ア ニ マ エ の 画 家 「六 月 」(「 特 薦 書 』)MUnchen,
Bayer三scheStaatsbibliothek,cod,lat.28346,foL10[.
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図7ρ ベ ニ ン グ 「大 刀 」(『ヘ ネ シ ーσ)時,:di書』)Bruxelles,
Biblioth的ueRoyaleAlbertL,ms.II.158,fol.7「.
一440一
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図71「 六 月」(ニ コ ラ ・ル ・ル ー ジ ュ 「牧 人暦 」)







図72ソ リス 「六 月」1530年頃 木 版 画
一一441-一
図73邑 の版 画家 「六 月」1555木版 画









図?5ド ウ ロー ヌ 「六 月」1568年 銅 版 画























図78ポ ル(下 絵)「 大刀」 銅版 画
444一
図79ブ リュー ゲル 「干 草 の 収 穫 」
(図54・)部分)
図80ブ リューゲル 「干 草の収穫」
(図55の部分)



























図82「 六 月 」(r時 蔵 書 』)Wien,
6sterreichischeNational-
bibl輌othek,cod.1858,foL6㌔
図83「 六 月 」(「時 禧 書 』)Wien,
OsterreichischeNational.
bibliothek,cod.1858,fol,7'.
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図87ブ リューゲル 「大鎌の刃 を直す農 夫」
(図81の部分)
一449一
図88「 七月,大 鎌 を研 ぐ
農 夫」 薄 肉浮彫












図89「 六 月 」(『 ア ン ・ ド ・ブ ル タ ー ニ ュσ)大特 薦 書』)
Paris,BibliothさqUeNationale,ms.lat.9474,fol.9「
図90「 大 刀 」 『シ モ ン ・ル ヌー ル の ミサ 奥 書 』)
T皿rs,Bibliothさque,ms.185,fo1,3v,
一一450一
図91 「六 月 」(『 マ ル タ ン ・ ド ・ポ ー ヌの ミサ 典 書 』)
Paris,Biblioth6queNationale,ms,lat,886,fol.6v.
図92ホ ー レ ンバ ウ ト 「六 月 」(『 グ リ マ ー
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図103ブ リュー ゲ ル 「穀 物の 収穫 」1565年 油 彩 画
NewYork,TheMetropolitanMuseumofArt.
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図109ホ ル ト ゥル ス ・ア ニ マ エ の 画 家f八 月 」(「特 薦 書 』)Wien,
OsterreichischeNationalbibSiothek,cod.2706,fol.12r.
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図114 ベ ニ ン グ 「八 月 」(『 ダ ・コ ス タの 時 禧 書 』)
NewYork,PierpontMorganLibrary,ms.399.
467
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図ll6「 八 月」(ニ コ ラ ・ル ・ル ー ジ ュ 『牧 人暦 』)
1611t紀前 半 木 版 画
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図117ソ リス 「八 月」1530年頃 木版 画
一一469-一
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図120ド ウ ロー ヌ 「八 月 」・1568年 銅 版 画
図121ホ ー レ ン バ ウ ト 「八 月 」(部 分)
Venezia,Biblioteca,Marciana,
BreVtarittmG7・imani,fol.9'.
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図125 ボ ルCド 来会)1一ノV]」1585イf三銅版画
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